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第１節　保健学教育の沿革

　第１項　前身校

１　医学部附属看護学校・助産婦学校

表１　医学部附属看護学校・助産婦学校年表
年　月 事　項

１８９８年 私立熊本医学校附属医院に看護学講習科を開設
１９０２年 私立熊本医学校附属医院に産婆講習科を増設
１９０４年２月 私立熊本医学専門学校となる

私立熊本医学専門学校看護学講習科及び産婆講習科と改称
１９１６年 私立熊本医学専門学校附属医院看護婦養成所と改称
１９２１年４月 熊本県立医学専門学校と改称

熊本県立医学専門学校附属医院看護婦養成所と改称
１９２２年５月 熊本県立熊本医科大学となる

熊本県立熊本医科大学附属医院看護婦養成所と改称
１９２９年５月 官立熊本医科大学創設

官立熊本医科大学附属医院看護婦養成所と改称
１９３８年 熊本医科大学附属医院看護婦養成所と改称
１９４５年 熊本医科大学附属医院厚生女学部と改称
１９４８年 普通科（乙種）及び専攻科（甲種）養成施設となる
１９４９年５月 国立大学設置法により熊本大学医学部となる

熊本大学医学部附属厚生女学部と改称
１９５１年 熊本大学医学部附属看護学校と改称
１９５２年 熊本大学医学部附属看護学校助産婦養成科設置
１９５４年 熊本大学医学部附属助産婦学校と改称
１９７６年１０月 熊本大学医療技術短期大学部看護学科発足
１９７９年３月 熊本大学医学部附属看護学校閉校
１９８０年３月 熊本大学医学部附属助産婦学校閉校

２　医学部附属診療放射線技師学校

表２　医学部附属診療放射線技師学校年表
年　月 事　項

１９６５年４月 医学部附属診療エックス線技師学校設置
１９６７年４月 専攻科設置
１９６９年４月 医学部附属診療放射線技師学校となる

専攻科廃止
１９８０年３月 医学部附属診療放射線技師学校閉校
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３　医学部附属臨床検査技師学校

表３　医学部附属臨床検査技師学校年表
年　月 事　項

１９６４年４月 医学部附属衛生検査技師学校設置
１９７２年４月 医学部附属臨床検査技師学校となる
１９７９年３月 医学部附属臨床検査技師学校閉校

４　熊本大学医療技術短期大学部

表４　医療技術短期大学部年表
年　月 事　項

１９７６年１０月 医療技術短期大学部（看護学科、衛生技術学科）設置
１９７７年４月 第１回生入学式挙行
１９７８年４月 医療技術短期大学部診療放射線技術学科設置
１９８０年３月 第１回生卒業式挙行
　　　４月 医療技術短期大学部専攻科助産学特別専攻設置
１９８６年１１月 創立１０周年記念式典挙行
１９９８年２月 専攻科助産学特別専攻が学位規則に規定する専攻科として学位授与機構から認

定される
２００７年３月 閉学記念式典挙行

医療技術短期大学部閉学

５　熊本大学教育学部特別教科（看護）教員養成課程

表５　教育学部特別教科（看護）教員養成課程年表
年　月 事　項

１９６６年４月 教育学部特別教科（看護）教員課程設置
第１回生入学式挙行

１９７０年３月 第１回生卒業式挙行
１９７３年８月 教職員免許法改正によって高等学校「看護」の教員免許状ができ、既卒者の卒

業時に遡って、高等学校「看護」教員免許状を取得
１９８６年８月 創立２０周年記念式典挙行
１９９７年３月 創立３０年史を編纂
２００７年３月 閉学記念式典挙行

教育学部特別教科（看護）教員課程閉課程
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　第２項　熊本大学医学部保健学科

表６　医学部保健学科年表
年　月 事　項

２００３年１０月 医学部保健学科設置
２００４年４月 第１回入学式挙行
２００４年４月 設置者が国から国立大学法人へ変更
２００８年３月 第１回卒業式挙行

　第３項　熊本大学大学院保健学教育部保健学専攻

表７　保健学教育部保健学専攻年表
年　月 事　項

２００７年１２月 修士課程設置
２００８年４月 第１回生入学式挙行
２００９年１０月 博士後期課程設置
２０１０年３月 第１回生修士課程修了式挙行

　第４項　部局長一覧

表８　歴代保健学系部局長一覧
部局長名 代 氏　名 在任期間 備　考

医学部附属
厚生女学部長

初代 勝屋　弘辰 １９５０年６月３０日～１９５１年１月３１日
２代 須田　経宇 １９５１年２月１日～１９５１年３月３１日 １９５１年３月３１日改組

医学部附属
看護学校長

初代 須田　経宇 １９５１年４月１日～１９６０年３月３１日
事務代理 長野　祐憲 １９５８年３月４日～１９５８年３月３１日

２代 亀田　魁輔 １９６０年４月１日～１９６２年３月３１日
３代 楢原　憲章 １９６２年４月１日～１９６７年９月３０日
４代 吉永　直胤 １９６７年１０月１日～１９７０年１月８日

事務代理 玉井　達二 １９７０年１月９日～１９７０年２月１５日
５代 中村　家政 １９７０年２月１６日～１９７１年３月３１日
６代 貴田　丈夫 １９７１年４月１日～１９７３年３月３０日
７代 横山　育三 １９７３年３月３１日～１９７９年３月３１日

事務代理 徳臣晴比古 １９７３年９月１０日～１９７３年１０月１日 １９７９年３月３１日改組
医学部附属
助産婦学校長

初代 加来　道隆 １９５４年６月３日～１９６９年３月３１日
事務代理 橋本　義夫 １９５６年２月１６日～不明
事務代理 長野　祐憲 １９５８年６月１２日～不明
事務代理 河北　靖夫 １９６７年９月２１日～１９６７年１０月１２日
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部局長名 代 氏　名 在任期間 備　考
医学部附属
衛生検査技師
学校長

２代 貴田　丈夫 １９６９年４月１日～１９７０年７月３１日 「学報」準拠
学部年史とは日付異なる

３代 前山　昌男 １９７０年８月１日～１９８０年３月３１日
事務代理 徳臣晴比古 １９７３年８月１１日～１９７３年１０月１０日
事務取扱 忽那　将愛 １９６４年４月１日～１９６４年６月３０日

初代 六反田藤吉 １９６４年７月１日～１９６５年３月３０日
２代 武内　忠男 １９６５年３月３１日～１９７２年３月３１日

事務代理 六反田藤吉 １９６８年８月１３日～１９６８年８月３０日
事務代理 河北　靖夫 １９７０年９月２７日～１９７０年１０月１０日

医学部附属
臨床検査技師
学校長

初代 武内　忠男 １９７２年４月１日～１９７４年６月３０日
２代 松原　高賢 １９７４年７月１日～１９７９年３月３１日 １９７９年３月３１日廃止

医学部附属
エックス線技
師学校長

初代 片山　健志 １９６５年４月１日～１９６９年３月３１日 １９６９年３月３１日廃止
事務代理 野坂　保次 １９６８年１０月５日～１９６８年１０月２８日

医学部附属診
療放射線技師
学校長

初代 片山　健志 １９６９年４月１日～１９８０年３月３１日 １９８０年３月３１日廃止
事務代理 徳臣晴比古 １９７３年１０月１２日～１９７３年１１月１日

医療技術短期
大学部学長

初代 岳中　典男 １９７６年１０月１日～１９８０年１１月１９日
２代 松山　公一 １９８０年１１月２０日～１９８６年１１月１９日
３代 松角　康彦 １９８９年１１月２０日～１９９０年１１月１９日
４代 森野　能昌 １９９０年１１月２０日～１９９６年１１月１９日
５代 江口　吾朗 １９９６年１１月２０日～２００１年１１月１９日
６代 﨑元　達郎 ２００２年１１月２０日～２００３年９月３０日 ２００３年９月３０日改組

医療技術短期
大学部主事

初代 大久保武男 １９７６年１０月１日～１９８１年４月１日
２代 中村　郁夫 １９８１年４月２日～１９８５年４月１日
３代 中村　幹雄 １９８５年４月２日～１９８９年４月１日
４代 三井　清司 １９８９年４月２日～１９８９年５月２８日 １９８９年５月２９日より「主

事」を「部長」と改める
医療技術短期
大学部長

初代 三井　清司 １９８９年５月２９日～１９９１年４月１日
２代 守　　且孝 １９９１年４月２日～１９９３年４月１日
３代 松本　政典 １９９３年４月２日～１９９５年３月３１日
４代 守　　且孝 １９９５年４月１日～１９９７年３月３１日
５代 鍵本　　忠 １９９７年４月１日～１９９９年３月３１日
６代 尾道　三一 １９９９年４月１日～２００３年３月３１日

医学部保健学
科長

初代 平山紀美子 ２００３年４月１日～２００４年３月３１日 ２００３年１０月１日
保健学科改組

２代 木原　信市 ２００４年４月１日～２００７年３月３１日
大学院保健学
教育部長

初代 石丸　靖二 ２００８年４月１日～２０１０年３月３１日 保健学科長兼務
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第２節　各専攻の歩み

　第１項　保健学科の設置に至るまでの経緯とその全体概要

　医学部保健学科は、１９７６（昭和５１）年１０月に設置された医療技術短期大学部（看護学科・
衛生技術学科・診療放射線技術学科・専攻科助産学特別専攻）と１９６６（昭和４１）年４月に設置さ
れた教育学部特別教科（看護）教育養成課程が統合・改組されて、２００３（平成１５）年１０月に
設置された。２００４（平成１６）年４月に第１回生を迎え、２００８（平成２０）年３月に初めて卒業
生を社会に送り出した。
　前身となる医療技術短期大学部は、１９５１（昭和２６）年から１９６４（昭和３９）年にかけて医学
部附属として設置された、看護学校、助産婦学校、診療放射線技師学校（診療エックス線
技師学校）、臨床検査技師学校（衛生検査技師学校）を統合して設置され、長きにわたり、看
護師、助産師、診療放射線技師及び臨床検査技師を育成し、医療関連施設及び研究施設な
どで、質の高い信頼の置ける医療とその発展に寄与する医療人を世に送り出してきた。
２００７（平成１９）年３月の閉学を迎えるまでに輩出した人材は、看護学科２，０７１名、診療放射
線技術学科９８５名、衛生技術学科１，０４７名、専攻科助産学特別専攻５３２名の計４，６３５名に及
ぶ。巣立った卒業生は、看護師、保健師、助産師、診療放射線技師、臨床検査技師とし
て、医療関係施設、保健所などの公的機関、産院、研究施設などで活躍している。
　一方、教育学部特別教科（看護）教員養成課程は、高等学校衛生看護科の教員を養成す
ることを目的に設置され、２００７（平成１９）年３月の閉学までの４１年間に、約６５０名の卒業生
を社会に送り出した。卒業生は、高等学校衛生看護科・専攻科教員、看護系大学教員、看
護師、養護教諭、保健師、福祉、医療行政職など教育、医療現場で活躍している。
　医学部保健学科の必要性については、１９９８（平成１０）年頃から医療技術の高度化に併せ
て、短期大学を４年生大学とする動きが全国の国立大学で始まり、本学は、全国では最後
のグループとして、保健学科が設置された。
　本学科は、看護学専攻、放射線技術科学専攻、検査技術科学専攻の３専攻から構成さ
れ、生命や人間の尊厳に基づく心豊かな教養、そして高度な専門知識・技能を備え、チー
ム医療のスタッフとして活動し、広く社会に貢献できる資質の高い医療者・研究者・教育
者を育成することを基本理念としている。
　各専攻の定員は看護学専攻８０名、放射線技術科学専攻４０名、検査技術科学専攻４０名の合
計１６０名である。看護学専攻は基礎看護学講座・看護教育学講座・臨床看護学講座・母子
看護学講座・地域看護学講座からなり、放射線技術科学専攻は医用理工学講座・医用画像
学講座から、検査技術科学専攻は構造機能解析学講座・生体情報解析学講座からなる。

　第２項　医療技術短期大学部一般教養学科

　熊本大学医療技術短期大学部（以下、医療短大と記述する）一般教養学科は、 １９７６（昭和
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５１）年の医療技術短期大学
部設立と同時に、専門の知
識･技術のみに偏らない教
養豊かで人間性にあふれた
全人の育成を目指して設け
られた。したがって、従来
からあった医学部付属看護
学校、臨床検査技師学校、
放射線技師学校を基とする
他の３学科（看護学科・診
療放射線技術学科・衛生技術
学科）とは異なる。初めて学生を迎える１９７７（昭和５２）年４月に７名の教員が、更に翌１９７８

（昭和５３）年に２名の教員が一般教養に着任し、本来の定員である９名が揃うこととなっ
た。
　構成は表９の通りである。在任期間も付記する。なお、蔦川忠久、尾道三一について
は、医学部保健学科成立後の期間を含む。
以下に各科目の初代担当者について簡単に記述する。
①大久保武男教授�

写真１　初代主事・大久保武男教授

　第１回生を迎える前年、１９７６
（昭和５１）年１０月に、既に任に就
いていた３名の教員（ほか２名
は看護学科の野崎香野教授、衛生
技術学科の田上省三教授）のうち
の１人である。設立前から準備
室長を務め、設立後は初代主事
となったことから、医療短大か
ら医学部保健学科へと続く本学
科の歴史において、その創生に最も大きな役割を果たした人物である。本医療短大に関係
する人物としては唯一の明治生まれ。勲二等受賞。
②原田隆教授
　熊本大学教養部に所属する英語教官であったが、定年まで４年を残して教養部を去り、
医療短大に移る。絵の才能も一流で、英語教員としての業務のかたわら活発に画筆を揮
い、１９８１（昭和５６）年秋には個展も開いた。
③尾花英輔教授
　独特の語り口でユーモアを交えて心理学を講義。初代学生委員長を務めた。
④照屋寛秀助教授
　定年を待たず１９９８（平成１０）年に６０歳代前半の若さで鬼籍に入った。現役の内に突然他
界した教員にはほかに、後に述べる数学の水町仁助教授がいる。
⑤唐津邦利教授
　スポーツ医学を専門とすることから、学生だけでなく教職員の健康管理への思いも強

表９　医療技術短期大学部一般教養教員一覧（発足期）
氏　名 担当科目 在籍期間

大久保武男 数学 １９７６年１０月～１９８１年４月
原田　　隆 英語 １９７７年４月～１９８１年４月
尾花　英輔 心理学 １９７７年４月～１９９７年３月
照屋　寛秀 化学 １９７７年４月～１９９８年６月
唐津　邦利 保健体育 １９７７年４月～１９９２年３月
蔦川　忠久 法学 １９７７年４月～２００９年３月
尾道　三一 物理学 １９７７年４月～２０１０年３月
三井　清司 生物学 １９７８年４月～１９９４年３月
嵯峨　　忠 哲学 １９７８年４月～２００１年３月
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く、本荘地区の教職員にテニスを中心とするスポーツを普及させた。 １９９２（平成４）年に
山口大学へ転出。
⑥蔦川忠久講師
　一般教養教官の中で、医療短大創設のときに赴任し、医学部保健学科となった後まで勤
務した。
⑦尾道三一講師
　蔦川忠久講師と同様、医療短大創設のときに赴任し、医学部保健学科となった後も勤務
した。１９９９（平成１１）～ ２００１（平成１３）年に部長職を務めた。
⑧三井清司教授
　１９７７（昭和５２）年に採用された先の７名に次いで、翌年の１９７８（昭和５３）年に着任。医療
短大の第４代部長（主事）を務めた。文部省が「主事」という呼称を「部長」に変えること
を認可したのは三井教授の時代である。
⑨嵯峨忠助教授
　上記の三井教授と同様、１９７８（昭和５３）年に着任。これで定員９名の全員が揃った。医
学部保健学科設立前の２００２（平成１４）年４月に熊本大学文学部教授として転出、生涯学習
教育研究センターに所属した。

　さて創立当時、各学科の代表は単に連絡担当者と呼ばれていたが、それが２年任期の学
科主任という呼称となったのは１９７７（昭和５２）年５月からであり、唐津教授が初代の一般
教養学科主任となった。
　一般教養の教育課程は人文科学・社会科学・自然科学・外国語・保健体育・専門基礎・
専門に区分されていて、当然ながら専任教官だけでは賄いきれなかったため、外部の非常
勤講師を多数要請した。しかしながら、教養と専門の両者を３年間で終えるのであるか
ら、時間割りは超過密となり、開講できないままの科目もあった。
　『医療短大１０年誌』に書かれた照屋助教授の一文によれば、草創期は「教員は皆必死」
で、学生達も自覚にあふれ「真剣なまなざし」で熱心に勉強していた。チューター制も行
われていた。もっとも、「ピカピカで実験室まで暖房器付き」とはいえ、初年度の実験・
実習については学期始めまでに一部の器具や装置が間に合わず、体育実技の授業以外はす
べて後期に行われた。体育館やテニスコートがなかった時代のことであり、その体育の
授業も、大江の総合運動場で行われた。しかしながら、１９８０（昭和５５）年３月に体育館

（１，４４０㎡）と２面のテニスコートが完成し、これらの体育施設は学生の授業だけでなく、
本荘・九品寺地区教職員の福利厚生のためのスポーツ施設としても極めて重要な役割を持
つこととなった。また体育館は、入学試験会場としても使用された。
　ところで「ピカピカの実験室」に関して付記すれば、一般教養教育に属する実験室は、
物理実験室・化学実験室・生物実験室の３つがあり、それぞれ尾道・照屋・三井の３教員
が活発な授業を行っていた。しかし、医療技術者養成のための指定規則の改正やそれに伴
う学内のカリキュラム改正により、一般教養としての物理学・化学・生物学においては実
験の授業が必須でなくなった。これらの実験室は授業にはほとんど使用されない状態とな
り、ついには取り壊されて、現在は別の教室又は教官研究室となってしまっている。また
テニスコートについても唐津教授の転出により授業で使われなくなったこと、学生のサー

104 第４章　保健学教育部



クル活動が不活発になった
こと等々から次第に荒れが
ひどくなってきた。このテ
ニスコートは２００９（平成２１）
年に取り壊されて、保育園
となっている。１９８０（昭和
５５）年夏には嵯峨・蔦川・
尾道の３人の講師が揃って
助教授に昇任、 １９８１（昭和５６）年には照屋助教授が教授に昇任した。
　大久保教授が理学部を定年退職後、つまり６５歳を過ぎてからも本短大勤務が可能だった
のは、医療短大設立の協力を得るために熊本大学の学則の一部を改正したことによる。し
かし１９８０（昭和５５）年に自ら学長、事務局長らに提案し、自分自身も直接の対象となる医
療短大の定年制をようやく制定し、１９８１（昭和５６）年３月に７０歳の大久保教授と６５歳の原
田教授は退職した。表１０に１９８１年以降に一般教養学科に所属した教員名とその在任期間を
示す。
　大久保・原田の両教授と入れ替わりに数学に中村幹雄教授、英語に角田俊治講師が着任
した。中村教授は第３代の医療短大主事、一般教養所属としては大久保教授に続く２人目
の主事となり、医療短大教官の学長選挙権取得、評議会への正式参加等の実現に貢献し
た。ちなみに医療短大部長（主事）を務めた一般教養教官にはほかに、中村教授の後を継
いだ三井教授、１９９９（平成１１）年に部長となった尾道教授がいる。
　１９８２（昭和５７）年には国立大学医療技術短期大学部一般教育協議会の全国大会を当医療
短大が主催、五峯閣を会場にして全国の医療短大の一般教育が抱える問題について活発な
議論を行った。早くもこのときに大阪大学医療技術短大の某教授が、医療短大の「４年制
化」という問題に言及し、全国の各医療短大を代表してきた一般教養関係教員は大いに啓
発されたものであるが、当熊本大学医療技術短大がその実現を見るまでにそれから２０年以
上が経過することとなる。
　本来、理念的には教養教育とは文化的素養を持ち、人間性豊かな全人を育成するための
ものであり、専門教育とは意を異にする。だが医療短大の場合、看護・臨床検査・診療放
射線のいずれの道を志す者も、卒業時に国家試験を控えていることもあり、他の学部の学
生たちよりも目的意識が明確であった。このことから当医療短大の基礎教養担当教官は専
門科目と教養科目との有機的な結合を念頭に置きながら努力してきたわけである。ところ
が平成に入ると医療短大の一般教育の周辺は急激に様相が変化し始めた。そしてまず１９９０

（平成２）年には国家公務員の定員削減を一般教養が受け入れることとなる。１９９１（平成３）
年は数学の中村教授の定年退職の年であったが、その後任となる教員を補充しないことが
決まり、基礎教養教官の定員は８名となった。これは一般教育にとって厳しい現実の始ま
りであった。１９９４（平成６）年には一般教養を「基礎教養」と改称した。数学教員について
は関係する科目の多さに鑑み、１９９４（平成６）年３月の三井教授（生物学担当）の定年退職
に伴い、生物学ではなく数学担当教員を補充することとなり、同年４月に水町仁講師が着
任した。また１９９７（平成９）年の尾花英輔教授（心理学担当）の定年退職後は、その教授枠
を利用して看護学科から受島敦美助教授を生物学担当の教授として迎えた。受島教授は基

表１０　医療技術短期大学部一般教養教員一覧（１９８１年以降）
氏　名 担当科目 在籍期間

中村　幹雄 数学 １９８１年４月～ １９９１年３月
角田　俊治 英語 １９８１年４月～ 
伊藤　雅治 保健体育 １９９２年４月
水町　　仁 数学 １９９４年４月～ １９９８年６月
受島　敦美 生物学 １９９７年４月～ ２００８年３月
阿部　　誠 数学 ２００１年４月～
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礎教養教官となった後も看護学科所属時代に担当していた解剖学等の講義も引き続き担当
した。こうしていわゆる文系の学問を講義する教員は、嵯峨助教授、蔦川教授、角田俊治
助教授の３教員だけになった。１９９７（平成９）年当時の基礎教養教員には、上記で述べて
きた教員たちのほかに、１９９２（平成４）年の唐津教授の転出に伴い、その後任の保健体育
担当教員として着任していた伊藤雅浩講師がいる。
　１９９８（平成１０）年は基礎教養科（旧一般教養学科）の教官たちにとって忘れることのできな
い年となった。基礎教養科はわずか２週間の間に２名の教員を亡くしたのである。先に述
べた通り、壮健な体躯の持ち主であった照屋寛秀教授が６月に突然他界し、また水町仁助
教授もそれから約２週間後、３０代前半で夭逝した。
　こうして基礎教養教官の数
は突然６名となり、しかも
２００１（平成１３）年４月には嵯
峨助教授が文学部の教授とし
て転出したため、同年１０月の
阿部誠助教授（数学）の着任
まで、教官が５名しかいない
期間もあった。
　既述した１９８２（昭和５７）年
の国立大学医療技術短期大学
部一般教育協議会から約２０年
後の２００１（平成１３）年６月に、
再び当熊本大学医療短大の主
催のもと、五峯閣を会場にして本協議会が行われた。このときには既に多くの医療技術短
期大学部が４年制化していたことから、議論の中心となったものは基礎教養が抱える教育
研究上の問題よりもむしろ、既に４年制化を実現あるいは決定した大学の助言を聞きなが
ら、４年制化後の基礎教養の行方を考えることであった。
　こうして熊本大学医療技術短期大学部が２００３（平成１５）年１０月医学部保健学科として改
組され３つの専攻が創設されたとき、基礎教養教員は６名となっていた。その６名が２名
ずつ３専攻に分かれて所属することとなった。表１１にそれぞれが新しく所属した専攻名を
示す。

　そして更に現在までの７年間に、
受島教授が２００８（平成２０）年に、蔦
川教授が２００９（平成２１）年に、そし
て尾道教授が２０１０（平成２２）年にそ
れぞれ定年退職した。既述のことで
あるが、このうち蔦川教授と尾道教

授は、衛生技術学科（保健学科成立後は検査技術科学専攻）に所属していた安倍紀一郎教授
とともに、医療短大の創立からその終焉までを見届けた人物たちである。そしてこの３名
のうち尾道教授が、医療短大の創立時から在籍した最後の退職者となった。

写真２　�第２５回国立大学医療技術短期大学部総合教育協議
会総会

２００１年６月１４日 於KKR ホテル熊本

表１１　�医学部保健学科改組後の基礎教養教員の所
属一覧
専　攻 氏　名

看護学 蔦川忠久教授、角田俊治准教授
放射線技術科学 尾道三一教授、阿部誠准教授
検査技術科学 受島敦美教授、伊藤雅浩講師
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　第３項　医学部保健学科看護学専攻

１　医学部附属看護学校 ―２９年間の歩み
　本学の看護教育は１８９８（明治３１）年から始まり、熊本の医学の発展とともに歩み、百年
余の伝統をもつが、看護教育の大きな改革は戦後の１９４５（昭和２０）年９月から始められた。
連合国軍総司令部（G.H.Q）は公衆衛生福祉部に看護課を設置し、米国人ナースを課長と
した。順次、全国主要府県に米国人のナースを配置して、強力に日本の看護制度及び教育
の改革を図った。このような改革のもとにおいて、１９４８（昭和２３）年７月３０日「保健婦助産
婦看護婦法」（保助看法）が制定された。それは、看護婦の資質の向上を図り、医療の充実
及び公衆衛生の普及を目指すものであった。以上のような教育改革のもとに熊本大学で
は、１９５１（昭和２６）年３月をもって厚生女学部が廃止され、同年４月から新制度による熊
本大学医学部附属看護学校が開校された。入学資格は高等学校卒業者とし、修業年限は
３ヵ年となった。
　１９５１（昭和２６）年の発足当初、学校も寄宿舎も熊本城内の旧兵舎跡を使用しており、施
設・設備も不十分であった。１９５７（昭和３２）年、文部省の視察があり、学校設備等の不備
が指摘された。１９５９（昭和３４）年に現在地である九品寺４丁目２４番１号に、木造モルタル
２階建の校舎及び寄宿舎が建設され、看護学校と助産婦学校がともに移転した。戦後の看
護婦再教育によって、実習の重要性が再認識され、看護婦自身による臨床指導が実施され
るようになり、徐々にではあるが看護教育の体制が整えられてきた。また、医学の進歩に
伴い教育課程の検討が行われ、当時から既に短大昇格を目標に教育内容の充実に力が入れ
られていた。
　１９６６（昭和４１）年３月、文部省は看護学校教授業要目案を提示した。本校でもこれに基
づいてカリキュラムが検討され、一部が変更された。医療中心の疾病看護から生活者とし
ての人間看護への脱皮を意図して構成された。その骨子は、①従来の技能教育に偏した面
を改め、近代医療技術者養成機関としての教育内容の確立、②専門的知識及び技術の基礎
理解とその応用能力を養い、併せて職業人としての人間形成を重視した教育、③専門科目
との関連を深めるための一般教養科目の再編成、④大学、短大への発展を視野に入れた教
育、⑤臨床実習規定の週単位から時間数への変更である。
　この新カリキュラムの実施にあたっては、施設、設備、実習受け入れ態勢、教官数（臨
床指導者を含む）等、山積する問題があった。１９６７（昭和４２）年前後は全国の大学で学園紛
争の激しかった頃であり、本校においても、学生から、恵まれない教育環境に対して改善
を求める声が上がった。当時の吉永直胤看護学校長はじめ学校関係者は学生の要望を受け
とめ、教育環境づくりに努力したが、各種学校としての制度に諸問題があるとされ、１９７３

（昭和４８）年着任の横山育三学校長は当時の専任教官（嶋田ラク子、田中久美子、尾山タカ子、
福山公子）とともに医療技術短期大学への昇格に向けて取り組みを始めた。
　１９７４（昭和４９）年初め、当時の田中正三医学部長を委員として「短期大学部開設準備委員
会」が発足した。１９７６（昭和５１）年１０月、熊本大学医療技術短期大学部として認可され、
１９７８（昭和５３）年度卒業生（２９回生）をもって熊本大学医学部附属看護学校は発展的に閉校
となり、８０年の幕を閉じた。この間に２，６０３名（看護学校１回生より２９回生までの卒業生は
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１，１９３名）の卒業生を送り出して
いる。卒業生の国家試験合格率
は、常に１００％であった。この
伝統の中に育まれた多数の卒業
生は、県下はもとより、日本各
地、更に外国においても、医
療・教育・行政など幅広い分野
で活躍している。本校における
永年にわたる看護教育は医療技
術短期大学部の看護学科に引き
継がれることになった。
　日本の看護の流れが大きく変

化していった時代にあって、看護学校発足当初から短大昇格を目標に内容の充実に力を入
れ、この間に幾多の困難を克服して看護教育に尽力した歴代校長は部局長一覧（第１節第
４項）に、教官名簿を表１２に示す。なお、その他、多くの非常勤講師及び職員の皆様にも
並々ならぬご努力をいただいた。

表１２　医学部附属看護学校教員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

税所　ツヤ １９５０年４月～１９５５年１２月 今里　英子 １９６４年４月～１９６９年３月
日隈　正子 １９５０年１０月～１９６９年３月 山本（林）鈴子 １９６５年４月～１９６６年３月
山下美穂子 １９５０年４月～１９５１年３月 田中和香子 １９６６年４月～１９６８年３月
藤家　二枝 １９５１年１１月～１９５９年３月 嶋田ラク子 １９６７年４月～１９７７年３月
野口（古閑）保子 １９５５年１２月～１９６１年１２月 尾山（片山）タカ子 １９６６年４月～１９７８年３月
竹下（野中）つたえ １９６０年４月～１９６２年３月 田中久美子 １９６９年４月～１９７８年３月
藤田（浜田）孝子 １９６２年４月～１９６５年３月 福山（中山）公子 １９６９年４月～１９７９年３月
坂本（中島）敏子 １９６２年４月～１９６４年１月 古閑ヤス子 １９７８年４月～１９７９年３月
岡崎（早川）和子 １９６３年１０月～１９６４年３月

２　医療技術短期大学部看護学科 ― ３０年間の歩み
　１９７７（昭和５２）年４月、第１回生を迎え入れ、熊本大学医療技術短期大学部での看護教
育が開始された。看護学校時代に４名であった教官定数は１５名となり、学年進行とともに
配属されていった。短期大学部開学後５年を経た１９８１（昭和５６）年には既に将来計画検討
委員会が設けられ、４年制学部昇格への取り組みが始められている。
　医療技術短期大学部開設時のカリキュラムは、１９６７（昭和４２）年に改正された保健婦助
産婦看護婦養成所指定規則と短大設置基準に基づいて作られており、看護婦国家試験受験
に必要な履修科目・単位と卒業に必要な履修科目・単位に大きな差があり、看護婦資格を
取得するためには卒業要件以上の履修を余儀なくされた。教育課程は１年次に一般教養科
目と専門基礎科目、２年次に専門科目、３年次は通年の臨地実習（４月～１月まで）という
展開であり、ゆとりのない過密カリキュラムであった。更に急激な人口の高齢化とそれに
伴い介護を受けながら地域・在宅で過ごす人が増えてきた。このような社会の変化に対応
して、成人看護学領域で教授されていた老人看護は１９９０（平成２）年に「老年看護学」とし

写真３　熊本大学医学部附属看護学校閉校祝賀会
閉校祝賀会における横山育三学校長挨拶の様子　１９７９年３月１５日開催
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て独立、１９９７（平成９）年のカリキュラム改正では精神看護学を科目として独立させ、新
たに「在宅看護論」がカリキュラムに加えられることになった。そのため臨地実習は医学
部附属病院を中心として、老人ホーム・老人保健施設・訪問看護ステーション・精神保健
福祉センター・保健所・保健福祉センター・保育所・重症心身障害児施設など学外の多く
の施設の実習場確保が必要となった。老人看護学実習は当初「慈愛園老人ホーム」「老人
保健施設コスモピア熊本」の２施設が実習施設となり、１９９２（平成４）年４月より「老人看
護実習」開始となった。その後「慈愛園老人ホーム」は老人保健施設である「フォレスト熊
本」「清雅園」に変更された。また、在宅看護実習は各老人保健施設の訪問看護ステーショ
ンにて実習を受け入れていただいた。訪問看護はプライベートな生活への介入であるため
に、利用者への配慮が不可欠であり、各施設の理解と訪問看護師の協力なしには実施は難
しい状況であった。この学外施設の実習においては高齢社会に伴う介護保険制度の度重な
る改正等の問題もあり、施設は煩雑多忙化する中で学生の老人看護実習への協力は多大な
ものであった。
　過密カリキュラムという厳しい条件の中で、初代看護学科主任であった片山則孝教授
は、社会的要請に対応できる人材育成と看護の質のレベルアップを強調し、臨床実習の現
場に自ら出向いてカンファレンスを開いた。看護学科全教官も必ず臨床に出向いてベッド
サイドでの指導に力を入れた。３年次の臨地実習は通年実習であり、学生は、１人の患者
を受け持って看護課程の展開に取り組んだ。大学病院という高度医療機関における実習で
あるために、受け持つ患者は複雑な身体的条件を持つハイリスクの人が多く、また、さま
ざまな苦痛を抱えた人であり、“対象の理解” を深めながら看護を実践することは学生の
みでなく、教官にとっても肉体的・精神的にも厳しさを伴うものであった。しかし、実習
修了時の学生の人間的成長はめざましく、臨床実習による患者からの学びの大きさを実感
させられた。
　１９９８（平成１０）年頃から医療技術の高度化に併せて、文部省においては全国の短期大学
を順次４年制に改組していく動きを始めていた。当短期大学部においては当時の部長で
あった守且孝教授により、１９９２（平成４）年に「医療短大４年制問題懇談会」が発足した。
しかし、文部省の見解は、熊本大学においては看護婦免許取得の受験資格を得ることがで
きる学科が当学科と教育学部特
別教科（看護）教員養成課程（以
後、特別看護科）との２つにな
るという理由で、医療短大を単
独で保健学科にすることについ
ては認められないということで
あった。そこで教育学部・医学
部・医療短大の３者で、医療短
大と特別看護科の両者を統合
し、医学部保健学科を設置する
ための話し合いがもたれてき
た。この間に４年制化を含めた
看護教育に関する全学的な委員

写真４　第１３回生戴帽式記念写真（１９９０年）
１９９４年（医療技術短期大学部第１６回生）まで戴帽式を挙行した。
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会も発足し、保健学科開設に向けての議論が十数年続けられ、全国では最後のグループと
して、２００３（平成１５）年１０月１日に熊本大学医学部保健学科が開校し、２００４（平成１６）年４
月に第１期生を迎えることができた。奇しくも国立大学法人化と同時期であった。そし
て、２００６（平成１８）年３月の医療技術短期大学部看護学科卒業生（２７期生）が最後の卒業生
となった。３０年間の医療短大看護学科卒業生は２，０２９名となる。
　医療短大１期生は既に２７年のキャリアを積み、医療・保健・福祉・教育のあらゆる分野
で指導的役割を期待され、社会に多大な貢献をしている。この活躍の実際を直接卒業生か
ら聴く講演会は在学生を勇気づけている。この間、医療がめざましく進歩し高度化してい
くと同時に超高齢化社会にあって、その社会の要請に対応できる人材育成に尽力してきた
医療技術短大教員の名簿を表１３に示す。

表１３　医療技術短期大学部看護学科教員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

野崎　香野 １９７６年１０月～１９８２年４月 苧薗　千恵 １９９５年４月～１９９７年３月
嶋田ラク子 １９７７年４月～１９９９年３月 柊中（庄村）智恵子 １９９５年４月～２００７年３月
片山　則孝 １９７７年１０月～１９８４年３月 前田ひとみ １９９６年４月～２００１年３月
園田志津子 １９７８年４月～１９９６年３月 永田まなみ １９９７年４月～２００７年３月
水元　淳一 １９７８年４月～１９９２年３月 山本八千代 １９９７年４月～１９９９年３月
受島　敦美 １９７８年４月～１９９７年３月 西村　正子 １９９９年４月～１９９９年６月
田中久美子 １９７８年４月～２００５年３月 上田　公代 １９９９年７月～２００１年５月
尾山タカ子 １９７８年４月～２００７年３月 坂下　怜子 ２０００年４月～２００１年９月
森山　弘之 １９７９年４月～１９８８年３月 藤井　輝明 ２０００年６月～２００５年９月
城　　慶子 １９７９年４月～１９８３年１０月 宇佐見しおり ２００１年４月～２００７年３月
中村ケイ子 １９７９年４月～１９８８年３月 森田　敏子 ２００１年７月～２００７年３月
甲斐　一孝 １９７９年４月～１９９２年３月 寺岡　祥子 ２００１年９月～２００７年３月
福島　利恵 １９７９年４月～１９８４年１月 有松　　操 ２００２年４月～２００７年３月
高宗　和子 １９７９年４月～１９８１年４月 木原　信市 ２００３年１０月～２００７年３月
田中紀美子 １９７９年４月～２００７年３月 花田　妙子 ２００３年１０月～２００７年３月
正村　啓子 １９８１年４月～１９９４年４月 河瀬比佐子 ２００３年１０月～２００７年３月
守且　　孝 １９８２年４月～２００３年３月 谷口まり子 ２００３年１０月～２００７年３月
田中シゲ子 １９８３年１０月～１９９５年３月 東　　清巳 ２００３年１０月～２００７年３月
松田由利子 １９８４年４月～１９８５年５月 木子　莉瑛 ２００３年１０月～２００７年３月
鍵本　　忠 １９８４年７月～１９９２年３月 上田　公代 ２００４年２月～２００７年３月
栗原　保子 １９８５年９月～１９９３年３月 梅木　彰子 ２００４年２月～２００７年３月
服部新三郎 １９８８年４月～２００７年３月 宮里　邦子 ２００４年４月～２００７年３月
山内　葉月 １９８８年４月～１９９８年３月 岩本テルヨ ２００５年４月～２００７年３月
大林菜名子 １９９２年４月～１９９３年３月 西阪　和子 ２００５年４月～２００７年３月
田島　朝信 １９９２年６月～２００７年３月 永田　千鶴 ２００５年４月～２００７年３月
久野　暢子 １９９３年４月～１９９５年３月 生田まちよ ２００６年４月～２００７年３月
澁紙　彰子 １９９３年４月～１９９４年３月 富川　順子 ２００６年４月～２００７年３月
南家貴美代 １９９４年４月～２００７年３月 村上　美華 ２００６年４月～２００７年３月
村方多鶴子 １９９４年４月～２００２年３月 吉田　佳代 ２００６年４月～２００７年３月
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３　医学部附属助産婦学校
　我が国の助産師教育は１８６８（明治元）年１２月２４日太政官布告によりその自覚が促され、
次いで１８７４（明治７）年８月１８日文部省達医制の公布によってその方針が明らかにされた。
更に１８９９（明治３２）年７月１９日（勅令第３４５号）産婆規則の公布により、それに基づいて産婆
試験規則、産婆学校講習所指定規則が制定され、各地方における取締りや教育などが統一
されてきた。
　本学の助産師教育は１８９８（明治３１）年発足以来、１９５１（昭和２６年）年までの旧制度の養成
所として発展し、１９５２（昭和２７）年、新制度の助産婦学校が全国国立大学に５校設置され
た中の１校として熊本大学にも助産婦学校が発足した。名称は熊本大学医学部附属看護学
校助産婦養成所であった。１９５４（昭和２９）年に熊本大学医学部附属助産婦学校と改称され、
学生定員も１０名から２０名に増加され、１９８０（昭和５５）年３月までに４６７名の卒業生を送り出
した。
　初代学校長には当時熊本大学医学部産科婦人科学の加来道隆教授が就任した。 １９６９（昭
和４４）年より小児科学の貴田丈夫教授が就任し、母子保健学小児部門の教育に力を注い
だ。１９７０（昭和４５）年に第３代校長として前山昌男産科婦人科学教授が就任した。１９５２（昭
和２７）年より１９７９（昭和５４）年までの教務主任は中村ケイ子氏で、熊本大学医療技術短期大
学の開設に伴い、短大看護科へ異動した。専任教員として１９５３（昭和２８）年より１９５５（昭和
３０）年まで立山カスミ氏。１９５５（昭和３０）年から緒方ミサエ氏が着任し、中村ケイ子氏の転
任後、 １９７９（昭和５４）年から緒方
氏が教務主任を務めた。緒方氏
は後に附属病院産科病棟婦長に
就任した。
　１９５２（昭和２７）年当時の授業
は、４月入学時から月曜日から
土曜日まで午前中は２班に分か
れて熊本大学病院と熊本市立産
院（２００９年１２月熊本市民病院に統
合され閉院）で臨床実習を行
い、午後は熊本大学病院内で講
義や演習を受けていた。分娩数
１０例の体験は、当時の熊本の分
娩状況はほとんどが自宅分娩で
あったために困難であり（本校
の教育は施設実習を主軸にしてい
た）、学生は、輪番制の夜間実
習を行い分娩介助の経験を積ん
だ。なお、教室は大学病院内の
看護婦寄宿舎２階大広間や医学
部臨床講義室の控え室、木造倉
庫など８回の教室移転を行って 図１　熊本の医学の発展とともに歩んだ看護教育

111第１編　生命科学系



いる。１９６６（昭和４１）年には、当時の助産婦に対する国の制度的不備（看護学校卒業後、助
産婦学校１年の学歴があるにもかかわらず、卒業後の待遇は看護学校のみの教育を受けた者と同
額であった）から助産婦学校受験希望者が著しく減少し、２０名の定員に５名の応募という
時期もあった。しかし社会的には求人の要望は強く、財団法人恵和会熊本大学医学部附属
助産婦学校生徒奨学生支援規則を制定して年間５万円の奨学金を支給し、学生募集に力を
注いだ。また、中村教務主任、緒方専任教員は学生募集のため九州各県の看護学校を訪問
するなど、学生募集に最大限の努力をはらわれた。

表１４　医学部附属助産婦学校歴代専任教官一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

中村（三宅）ケイ子 １９５２年６月～１９７９年３月 緒方ミサエ １９５５年４月～１９８０年３月
立山カスミ １９５３年６月～１９５５年３月 薙野ミエ子 １９７９年４月～１９８０年３月

４　医療技術短期大学部助産学特別専攻
　その後、本学での助産師教育は医療技術短期大学専攻科助産学特別専攻（定員２０名）と
して、１９８０（昭和５５）年４月に設置され、２００７（平成１９）年３月までに５３２名の卒業生を送り
出した。熊本県における唯一の助産師養成施設であり、入学者の約５割は熊本県内の出身
で、残りの４割が九州各県の出身であった。就職については、熊本県内に平均１０名弱で、
過半数は県外であった。地元の助産師の需要は高いが、県外出身者が半数に近いため、地
元熊本に就職する数が少なくなっている。
　専攻科発足当時の教官は、熊本大学附属病院産科病棟看護婦長から異動した坂本由紀子
助教授、薙野ミエ子講師、上田公代助手であった。１９９４（平成６）年に薙野講師が退官さ
れ、上田助手が講師に昇任し、坂梨（和田）京子助手（後に助教授）が着任した。１９９９（平成
１１）年に上田助教授が看護学科へ転出し、２００１（平成１３）年１０月に千場直美助手が着任し
た。２００２（平成１４）年３月に坂本助教授が退官し、後任に山内葉月教授が着任した。
　助産師教育においては、母子に関する先端医療や地域での支援など幅広く活躍できる人
材を育成するために、専任教員の担当は必須科目では主に助産学概論・助産診断学・助産
技術学・助産業務管理及び臨地実習、選択科目では助産学研究を行い、２３の専門科目にお
いて１０名の短大内の講師と２１名の学外の非常勤講師の協力を得ながら教育を行った。

（１）教育活動
　専攻科１年の教育課程について、発足当時のカリキュラムは、１９７１（昭和４６）年に改正
された指定規則に基づいて作成され、特に母子保健管理学を重要視したものであった。専
攻科における授業科目は専門教育科目２６科目であり、それらの中から必須科目２４単位、選
択科目１４単位を含めて合計３０単位以上を習得することが修了要件であった。１９８９（平成元）
年に保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則の授業科目の見直しにより、カリキュラムの
一部を改正する省令が公布された。それは人口の高齢化、疾病構造の変化、医療の高度
化・専門化、そして家族機能の変化など、看護職を取り巻く環境が著しく変化し、看護職
に求められる能力や役割が拡大するにつれ、それにふさわしい教育内容にすることを目的
としたものである。その結果、１９９０（平成２）年より、授業科目は従来の科目の統合と新
しい科目の開講により、専門科目２３科目となった。時間数及び修了要件は従来と同じであ
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るが、必須科目２４単位、選択科目１２単位となった。医療の高度化・専門化に応じて、助産
婦に必要な健康審査、保健指導の能力や分娩介助などの知識・技術を強化するための「助
産学概論」「助産診断学」「助産技術学」「生殖科学」｢乳幼児成長・発達論｣ を、社会や家
族の変化に対応して「母性心理社会」「地域母子保健」「カウンセリング」「人口論」「総合
講義」などの課目を開講した。１９９６（平成８）年、保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則
の一部を改正する厚生省令によるカリキュラム改正が行われた。改正後の助産師教育の基
本目標として、「（１）妊産褥婦及び胎児・新生児の健康水準を診断し、妊娠、出産、産褥
が自然で安全に経過し、育児がスムーズに援助できる能力を養う。（２）女性の一生にお
ける性と生殖をめぐる健康問題について、相談、教育・援助活動ができる能力を養う。（３）
安心して子どもを産み育てるために、個人及び社会に対して必要な地域の社会資源の活用
や調整を行える能力を育てる。」が挙げられた。カリキュラムは「助産診断・技術学実習Ⅰ
及びⅡ」８単位、「地域母子保健実習」１単位、「助産管理実習」１単位と実習科目１０単位
を含む必修２６単位、選択科目１０単位のうち３０単位が卒業要件であった。専攻科履修生に
とって、選択科目も助産師として必要な能力・知識であるため、ほとんどの学生が全科目
を履修していた。助産学特別専攻は、 １９９８（平成１０）年、大学評価・学位授与機構に認定さ
れた。同機構は教育課程、修了要件、教員組織、施設設備等について、学校教育法・大学
設置基準・大学院設置基準等の関係規程に照らして審査し、大学の学部と同等の水準にあ
ると認められる者を大学の学部課程に相当する教育を行う課程として認定している。この
制度を通して看護学士を取得した学生もいた。
　助産専攻科１年の教育課程は、前期に集中講義、後期は実習と講義を併行して開講し
た。少子化がますます深刻化し、産科医療施設の統廃合・集約化が進む中、分娩例数１０例
程度の経験、継続事例２例の確保は、実習施設を５～６施設に拡大したにもかかわらず、
時間外実習を余儀なくされていた。夏期休暇はもちろん、土・日・祭日を含めて努力し、
全員１０例以上の分娩介助数を達成していた。実習施設は、助産婦学校から継続している熊
本大学附属病院及び熊本市立熊本産院に加え専攻科になり福田病院、慈恵病院に毎年実習

を引き受けていただいている。更に伊井産
婦人科病院、清田産婦人科、ゆのはら産婦
人科にも実習を引き受けていただいた年も
あった。継続事例の家庭訪問については、
熊本県助産師会の新生児・乳幼児訪問指導
事業に実習指導の協力をいただいた。卒業
生は各々の病院に就職し、現在も後輩であ
る保健学科助産師コース履修生の実習指導
教育に携わっている。

５　教育学部特別教科（看護）教員養成課程
（１）概要
　特別教科（看護）教員養成課程は国立学校設置法に基づき、国立大学及び課程並びに講
座及び学科目に関する省令をもって、１９６６（昭和４１）年４月に熊本大学教育学部に設置さ
れた。１９６９（昭和４４）年４月（文部省告示第２７９号）保健師助産師看護師法に規定する看護師

表１５　医療技術短期大学部専攻科助産学特
　　　別専攻教員一覧

氏　名 在籍期間
坂本由紀子 １９８０年４月～２００２年３月
薙野ミエ子 １９８０年４月～１９９４年３月
上田　公代 １９８０年５月～１９９９年６月
坂梨（和田）京子 １９９４年４月～２００７年３月
千場　直美 ２００１年１０月～２００７年３月
山内　葉月 ２００２年１０月～２００７年３月
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養成施設の指定を受け、１９７０（昭和４５）年３月に第１回の卒業生８名が日本で最初の教育
学士を持つ看護師として誕生した。その後、免許の名称が変更されたが、本課程で所定の
単位を修得すれば高等学校教諭１種免許状（看護）、中学校及び高校教諭１種免許状（保
健）、養護教諭１種免許状の取得と、看護師国家試験の受験資格が得られたことから、教
育についての資質を十分に身につけた看護師の育成が、本課程の大きな特徴として挙げら
れる。本課程は２００３（平成１５）年４月入学の３８回生を最後に、６５０名の卒業生を輩出した。

（２）教員組織
　初代の学科主任教授である山元重光教授が１９６６（昭和４１）年９月に着任し、教員スタッ
フの招致、カリキュラムの整備、文部省との交渉、学生募集など、新課程の整備に奔走し
た。その後の教員と事務員の氏名と在職期間を表１６に示した。
　本課程の教員組織の特徴は、本課程の卒業生が多くを占めているところである。本課程
の主設置目的は高校衛生看護科の教員養成であるが、他の大学で教員として教育に携わっ
ている者も多く、本課程の教育は看護の指導者層養成にも大きく貢献したといえる。
　なお、このほかにも熊本大学医学部、医学部附属病院の教員をはじめとした大学・病院
に勤務している非常勤講師の先生方にも教育に携わっていただいた。

（３）教育活動
　開設当初のカリキュラムは一般教養として人文科学系１２単位、社会科学系１４単位、自然
科学系１２単位の計３８単位と、外国語は英語８単位を必修、選択４単位の計１２単位、保健体
育科目４単位の計５４単位を取得することになっていた。一般教養の中では看護の基礎とし
ての人間理解や看護学の学的思考を深める土台を築くための倫理学又は哲学と、看護師国
家試験の受験資格のための科目として教育学・心理学・社会学・統計学・化学・生物学を
必修としていた。また、教職免許取得のための日本国憲法も必修であった。
　教職教育科目は、教育原理４単位、教育心理４単位、看護科教育４単位に加えて教育実
習２単位が必修であったが、実質、教職の主免許・副免許合わせて６単位分の実習を行っ
ていた。
　専門科目は基礎看護学１５単位、内科系看護学１６単位、外科系看護学１６単位、母子看護学
１３単位に関連科目５単位の計６５単位が必修で、それに卒業論文の６単位であった。１９６８

（昭和４３）年に道徳教育の研究２単位、学校保健５単位、保健科教育４単位が加わり、教育
学部の卒業に必要な単位は１４６単位以上であった。
　１９７２（昭和４７）年には疾患別になっていた授業科目を、成人看護概論保健Ⅰ・内科系看
護学・内科系看護学実習・成人看護概論保健Ⅱ・外科系看護学・外科系看護学実習とし、
母子看護学は母性看護学・小児看護学・母子看護学実習とした。また、基礎看護学に生化
学１単位を含み、医療社会学２単位を加え、学校保健５単位を３単位にするなど必修と選
択を合わせて８５単位とした。更に１９７４（昭和４９）年には教育評価２単位を、１９７５（昭和５０）
年には社会心理学２単位を加えた。また、看護基礎学の中に総合実習６単位分を入れ、関
連科目の理学療法と医科学概論を整理した。
　１９９０（平成２）年に教育職員免許法が一部改正され、免許状の名称が高等学校教諭２級
普通免許状から高等学校教諭１種免許状へと変わり、教職専門科目が１４単位、教育実習３
単位に増加した。そこで本課程では看護科教育４単位、保健科教育２単位とし、ほかに７
科目１４単位の教職専門科目を習得することになった。教育原理総論、中等教育原理は教育
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原理Ⅰ（教育の本質と目的）、教育原理Ⅱ（学校と社会）に改正され、また青年心理学は教育
臨床心理学となり、教科外教育論、教育方法・技術が新たに加わった。
　教育職員免許法の改正と時期を同じくして保健婦助産婦看護婦法の改正も行われ、「基
礎科目」「専門基礎科目」「専門科目」に分けられた。「基礎科目」は本課程においては、大
学全体のカリキュラムの中で一般教育科目に相当するものであり、指定規則の改正に対し
ては現行のままで十分に対応できるものであった。「専門基礎科目」は従来専門科目の中
に入っていた、主として医学系の科目群であるが、本課程のカリキュラムでは学科目の区
分が基礎看護学・内科系看護学・外科系看護学・母子看護学となっており、これは本課程
設立時の柱とも関連して動かせかせないものであるため、看護基礎学の中に組み入れ、従
来通りの位置づけとした。講義内容と間数を大きく変え、正常から異常へと段階を追って
系統的に理解を深められるような構成とした。それまで「解剖学」「生理学」と分かれてい
たものを「解剖生理学」に統合して３０時間増加し、病理学も３０時間の増加、生化学・薬理学・
社会福祉論がそれぞれ１５時間増加、栄養学・公衆衛生学が１５時間減少した。更に新しく精
神保健の授業科目が加えられ、人間理解を身体的側面だけでなく、精神発達的側面からも
深く学べるように改正した。「専門科目」の基礎看護学に相当する部分を看護学総論とし、
特に訪問看護・在宅看護にも対応できるように援助技術・指導技術の充実を図り、２単位
１０５時間の増加とした。また、「専門科目」の中で大きく変わったもう１つの点は、新しく
老人看護学の科目が入ったことである。学科目の区分を動かすことができないため、老人
看護学の科目９０時間を内科系看護学の区分に入れて、成人看護学の科目は１３５時間減少し
た。
　更に１９９６（平成８）年には保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則の一部を改正する省
令が公布され、１９９７（平成９）年４月１日から施行された。改正の趣旨は、高齢化の進展、
医療の高度化・専門化、少子化等が進む中看護職員の基礎教育においても科学的思考を基
盤とした看護の実践力、保健・医療・福祉全般にわたる広い視野、高い教養を備えた豊か
な人間性を養うことに対応するというものであった。当課程においては１９９０（平成２）年
に改正された教育内容が改正内容と整合していたことから、１９９７（平成９）年には実質的
なカリキュラム改定は行わず、２０００（平成１２）年の教育職員免許法改正を待って改定した。
在宅看護論を新設し、精神看護学を成人看護学から独立させ、成人看護学Ⅱに位置づけら
れていた系統別疾患を看護基
礎学に移した。そのほか、臨
地実習の科目名と単位数の整
理、重複している授業内容の
整理を行った。また看護学総
論を基礎看護学に改めるな
ど、新カリキュラムに沿った
授業科目名にした。更に小児
看護学の一環として行ってい
た保育園実習を、教職科目と
して新設された総合演習の一
部として、また保健所実習を
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在宅看護実習Ⅰとして単位化した。当課程の中心に位置づけられる看護科教科教育、保健
科教科教育も大幅に時間数が増加し、免許法改定の骨子の１つである子供たちの「生きる
力」を支援するための学校保健関連科目も増加した。また教育実習時間も中学保健免許取
得並びに養護教諭免許取得のためにそれぞれ２単位、１単位が増加された。区分名につい
ても看護基礎学・内科看護学・外科看護学といった古いものから新カリキュラムに沿った
区分名への変更を目指したが、文科省との折衝が必要であり容易ではないということで諦
めざるを得なかった。教職専門科目としては、特に心理学関係科目の履修方法が従来とは
大きく変更され、２０００（平成１２）年度以降に入学した学生にとっては、これまで以上に過
密なカリキュラムとなった。

表１６　教育学部特別教科（看護）教員養成課程の教員と事務職員一覧

■教員
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

山元　重光 １９６６年９月～１９７７年３月 谷口（紫尾）まり子 １９８０年１０月～
福田（高橋）洋子 １９６７年９月～１９７０年１月 荒川（栄）唱子 １９８１年４月～１９８７年３月
河瀬比佐子 １９６８年２月～２００４年３月 前田（管）ひとみ １９８１年４月～１９９３年３月
城　　慶子 １９６８年８月～１９７９年３月 松岡（岩坪）聖子 １９８７年４月～１９９５年３月
木場　冨喜 １９６９年４月～１９９３年３月 本田（甲斐）優子 １９８８年４月～１９９３年３月
藤江　良朗 １９７０年４月～１９７２年９月 花田　妙子 １９９３年４月～
水上　明子 １９７０年４月～２０００年３月 内川　洋子 １９９３年４月～２００１年３月
村嶋（浜田）美恵子 １９７２年７月～１９７３年４月 木子　莉瑛 １９９３年４月～
成田　栄子 １９７２年４月～１９９７年４月 梅木（澁智）彰子 １９９５年４月～
井上　範江 １９７２年４月～１９７２年１０月 東　　清巳 １９９７年４月～
萩沢さつえ １９７４年４月～１９８８年７月 本間　照子 ２０００年４月～２００１年９月
守　　且孝 １９７４年７月～１９７９年３月 上田　公代 ２００１年６月～
山口（生駒）公代 １９７５年４月～１９８０年６月 前田（越智）由紀子 ２００１年７月～
佐々木光雄 １９７６年５月～１９９７年３月 塩田（高田）真紀子 （任期付職員）

１９９３年１１月～２００４年３月中島（不破）良子 １９７９年５月～１９８１年２月
木原　信市 １９７９年１０月～ 吉野　清美 （任期付職員）

２００４年４月～２００４年９月

■事務員
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

大庫久美子 １９６８年９月～１９８３年３月 中島　恵子 （任期付職員）
１９９６年１月～１９９６年９月廣田　洋子 １９８３年４月～１９９３年３月

青木　美和 １９９３年４月～１９９７年３月 中村　勝代 １９９７年４月～２００２年３月
古閑　久恵 ２００２年４月～

６　医学部保健学科看護学専攻
（１）概要
　人々の健康や生活に対する意識が変化してきている現在、健康増進や疾病予防を含んだ
看護職者のヘルスケア活動の場は施設内にとどまらず、地域や在宅へと拡大している。質
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の高い看護を提供するためには、高い倫理観と豊かな社会的視野や人間性を有し、看護
学・保健学・助産学・教育学の専門的知識と実践力を兼ね備えた人材の育成が求められる。
そこで本専攻の教育では人々の健康や福祉の向上のために、看護の社会的機能を十分に担
うことのできる基礎的、統合的な看護実践能力並びに教育実践力を養うことを目標として
いる。そして看護の専門職者としての自己研鑽能力や問題解決能力を養い、生涯を通して
専門知識や技術を追究し続ける能力を培う。また、地域の医療・研究機関と絶えず連携し
ながら看護職の生涯学習を積極的に支援できる人材を育成する。そのため、本課程で所定
の単位を修得すれば看護師国家試験受験資格、保健師国家試験受験資格が得られる。ま
た、助産師国家試験受験資格取得を希望する学生に対しては３年次修了時に選抜試験を実
施している。
　また、高等学校衛生看護科の教育内容の充実を目指す方策として、１９９７（平成９）年に
文部省から高等学校と専攻科による一環教育が提唱されたことから、高等学校衛生看護科
では専攻科の設置が推進され、高等学校衛生看護科及び専攻科の看護教員には、生徒指導
や教授法など、教育実践力と看護の専門知識を兼ね備えた看護教員の養成が求められてい
る。このような社会的要請を背景に、これまでの教育学部で培った実績を活かし、多様化
した学校現場に対応できる看護教員の養成も行っており、所定の単位を修得すれば高等学
校教諭１種免許状を取得することができる。

（２）教育
　看護学専攻は基礎看護学講座・看護教育学講座・臨床看護学講座・母子看護学講座・地
域看護学講座の５講座で構成され、初年度は教授９名、助教授７名、講師３名、助手４名
の教員構成であったが、学年進行に伴い教員が充足され、２００９（平成２１）年には、教授１１
名、准教授５名、講師３名、助教１３名の教員構成となった。
　入学試験は一般選抜６６名、衛生看護科卒業見込み者対象の２名を含む推薦入学１２名と社
会人２名があり、１年次と２年次の学生数はそれぞれ７０名であるが、３年次になると編入
学が１０名加わり８０名の学生となる。２００８（平成２０）年３月に第１回生７４名が卒業した。就
職時の進路は６７名が熊本大学医学部附属病院等の医療機関や保健所等への就職で、３名が
本大学大学院等への進学であった。２回生・３回生も約６割が熊本県内に就職しているこ
とから、今後の熊本県における保健医療への貢献が期待されるところである。
　開設当初のカリキュラムでは卒業に必要な単位数は教養教育３４単位以上、専門基礎科目
２１単位以上、専門科目６９単位以上の合計１２４単位以上であった。この卒業要件を満たすと
看護師及び保健師の国家試験受験資格が得られ、更に、定められた専門科目を１４単位以上
履修すれば助産師の国家試験受験資格が得られた。また、教職に関する科目など専門科目
２３単位以上を履修することによって高等学校教諭１種免許状（看護）が取得でき、保健師
国家試験に合格し、所定の手続きをすれば養護教諭２種免許状も習得できた。
　その後、看護実践能力の育成に向けた教育内容の充実と教育の効率化を図るために教育
内容を精選し、２００８（平成２０）年度からカリキュラムを改正する予定であったが、同年１
月に保健師助産師看護師学校養成所指定規則改定が行われたことから、再度検討した。そ
の結果、おおよそ指定規則改正の趣旨に合致していたため、指定規則が変更になった点に
ついて新たに検討を行い、２００９（平成２１）年度から新カリキュラムへと変更した。主な変
更点は、重複した部分を整理・統合して科目名を新たにし、特定の健康問題を持つ人への
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実践能力やケア環境とチーム体制整備能力の育成に関する科目を選択から必修へ変更し
て、「看護倫理」を追加した。また指定規則の改正に合わせて区分に「統合」を新設し、こ
の中の授業科目として「災害看護」と「看護技術の統合と医療安全」、実習として「統合実習」
を設けた。更に地域看護学実習と助産学実習を各１単位ずつ増やした結果、卒業に必要な
単位数は教養教育３４単位以上、専門基礎科目２２単位以上、専門科目７２単位以上の合計１２８
単位以上となった。

表１７　医学部保健学科看護学専攻教員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

蔦川　忠久 ２００３年１０月～２００９年３月 藤井　輝明 ２００３年１０月～２００５年３月
森田　敏子 ２００３年１０月～ 東　　清巳 ２００３年１０月～
木子　莉瑛 ２００３年１０月～ 上田　公代 ２００４年２月～
永田まなみ ２００３年１０月～ 梅木　彰子 ２００４年２月～
有松　　操 ２００３年１０月～ 宮里　邦子 ２００４年４月～
南家貴美代 ２００３年１０月～ 岩本テルヨ ２００５年４月～２００７年３月
花田　妙子 ２００３年１０月～ 西坂　和子 ２００５年４月～
角田　俊治 ２００３年１０月～ 永田　千鶴 ２００５年４月～
宇佐美しおり ２００３年１０月～ 生田まちよ ２００６年４月～
木原　信市 ２００３年１０月～ 富川　順子 ２００６年４月～２００７年３月
河瀬比佐子 ２００３年１０月～２００４年３月 村上　美華 ２００６年４月～
尾山タカ子 ２００３年１０月～２００７年３月 吉田　佳代 ２００６年４月～
田中紀美子 ２００３年１０月～ 前田ひとみ ２００７年４月～
谷口まり子 ２００３年１０月～ 服部多美子 ２００７年４月～
柊中智恵子 ２００３年１０月～ 石原　千春 ２００７年４月～
田島　朝信 ２００３年１０月～２００８年３月 根本　博代 ２００７年４月～
服部新三郎 ２００３年１０月～２００８年３月 松本　佳代 ２００７年４月～
山内　葉月 ２００３年１０月～ 馬場かおり ２００８年４月～２００９年３月
坂梨　京子 ２００３年１０月～ 国府　浩子 ２００８年１０月～
寺岡　祥子 ２００３年１０月～ 吉野　清美 （任期付職員）２００９年１月～
千場　直美 ２００３年１０月～

　第４項　医学部保健学科放射線技術科学専攻

１　医学部附属診療エックス線技師学校・診療放射線技師学校
　１９６５（昭和４０）年、熊本大学附属病院中央放射線部の全面協力のもとで、放射線医学講
座教授片山健志校長、中央放射線部の副技師長西岡邦夫を教務主任として、２年制の熊本
大学医学部附属診療エックス線技師学校が開学した。開学後まもなく西岡教務主任は他界
し、電子工学が専門の改之謙一が教務主任となり学校運営の実務を行った。１９６７（昭和４２）
年、放射線医療技術の進歩に対応するために１年の専攻科が設置され、１９６８（昭和４３）年
には、全国診療エックス線技師学校長会議を開催校として担当し、高度化する放射線技術
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教育への対応や施設・設備の拡充を議論している。翌１９６９（昭和４４）年には、診療エック
ス線技師法の改正に伴い、従来のエックス線技師学校と専攻科を廃止し、新たに３年制の
診療放射線技師学校が設置された。この年のエックス線技師学校の卒業生１５名は３年生
へ、在校生は現級にて放射線技師学校へ編入した。その後、学制の変革はなく、１９８０（昭
和５５）年３月の閉校を迎える。この間、専属教官としては、放射線技師の野崎征洋、物理
学の吉田宏一、化学の永村誠皓が学生の指導を行った。１９７２（昭和４７）年に野崎（中央放射
線部）、吉田（県立高校教員）の転出に伴い、中央放射線部より放射線技師の吉田日出輝、
理学部より物理学の檜垣強が新たに着任し、閉学まで４名の教官による指導となる。その
後、改之は辞職し、ほかの３名は１９７８（昭和５３）年に開学した熊本大学医療技術短期大学
部診療放射線技術学科へ順次
異動となった。
　放射線技師教育カリキュ
ラムは３年間で３，０００時間を
超え、講義が１，６２０時間、実
験実習が１，３９５時間と極めて
ハードであった。講義内容
は、物理・化学・医学・工学・
生物など多分野に及び感光理
論や高エネルギー放射線発生
装置など特殊な内容を含んで
いた。そのために、放射線関
連機器メーカや本学から多くの非常勤講師が講義を担当した。
　主な非常勤講師は、教養部から藤井良彦（英語）、福山四郎（ドイツ語）、山口清（数学）
らが、教育学部から川崎順一郎（体育）、甲斐直義（心理学）、桃井丸夫（物理学）らが、理
学部から住沢幹夫（放射線物理）、甲斐文郎（化学）、石田昭夫（生物）らが、工学部から並河
重美（機械）、寺本純一（電気）、川路茂保（自動制御）らが、医学部からは放射線医学の金
子輝男（核医学）、吉井弘文（診断）、中央放射線部から技師長の岡田武雄、中村郁夫（治
療）、中島典嗣（放射線生物）らが、基礎医学からは、浄住端雄（解剖）、吉永秀（病理）、高
木皓一（生化学）らである。また、学外からは山根厳（日立）、滝内政治朗（島津）、田所邦
之（東芝）、四宮恵次（大日本塗料）、日比野正（富士フィルム）など民間企業をはじめ堀川俊
彦（経済・第一高校）、松藤一幸（物理・九州女学院）など市内の高校にも派遣を要請していた。
　当時の講義室や実験室などは恵まれた環境ではなかった。病院敷地内の最も北側１階に
位置し１５～１６脚ほどの１人用の机が並べられた狭い講義室は、旧熊本医科大学時代からの
古い建物であった。室内は、鉄製の北窓で学生用机を挟んで黒板とロッカーが前後に備え
られていた。夏は比較的涼しかったが窓を開けると砂埃がすごかった。冬場は１階だけが
スチーム暖房がなく、教室中央に置かれた古い石油ストーブで暖をとっていた。また、実
験室は薄暗い地下にあり、光漏れする暗室や梅雨期の浸水で化学実験が中止になることも
あった。
　臨床実習時間は長期間に及んでいた。２年次は附属病院中央放射線部において、前期の
見学実習に始まり、後期は月～金曜日まで終日実習、３年次は学外実習と現在の３倍近く
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の実習であった。学外実習施設は、熊本市民病院・国立熊本病院・熊本逓信病院・熊本鉄
道病院・結核予防会熊本県支部・熊本市保健所・自衛隊熊本地方病院・熊本労災病院・飯
塚医師会病院などであった。昭和４０年代、大学病院では中央診療システムに移って自動現
像機や最新のTV装置などが導入済みであったが、学外施設では最新装置への設備更新が
盛んに行われた時代であった。特に、自動現像機の導入や新システムの増感紙・フィルム
への切り替えで撮影条件の算出に大変苦労していた。実習生と大議論に発展した施設も
あった。また、当時の技師数の不足は深刻であった。そのため、附属病院で訓練された実
習生は歓迎され、宿泊や食事の提供まで負担してくれる施設もあった。諸先輩による指導
も昼間の臨床実習にはじまり、夜の街でのアルコールの飲み方、パチンコ、麻雀、深夜ド
ライブ等と多岐にわたった。
　学生生活は、授業料が無料ということもあり、入学者には家計的に厳しい者も多かっ
た。そのためか雨漏りがしたり、隣同士に借りた４畳半の部屋が続き間となる安アパート
もあった。また、先輩から後輩へとバトンタッチされていた公立学校の夜警警備室でのア
ルバイトは幾人もの学業を支えていた。このような環境の中でも国家試験の合格率は高
く、９期生までは１人の落伍者も出なかった。
　診療放射線技師学校は１９７７（昭和５２）年４月に最後の入学生を迎え、１９８０（昭和５５）年３
月に閉校となった。

表１８　医学部附属放射線技師学校教員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

片山　健志 １９６５年４月～１９８０年３月 吉田　宏一 １９６７年４月～１９７０年３月
西岡　邦夫 １９６５年４月～１９６７年７月 永村　誠皓 １９７０年４月～１９８０年３月
改之　謙一 １９６６年４月～１９７６年３月 吉田日出輝 １９７２年４月～１９８０年３月
野崎　征洋 １９６７年４月～１９７２年３月 檜垣　　強 １９７２年４月～１９８０年３月

２　医療技術短期大学部診療放射線技術学科
　診療放射線技術学科は、看護学科、臨床検査技術学科から１年遅れて１９７８（昭和５３）年
４月に熊本大学医療技術短期大学部に開学した。開学年度は知名度も低く、入学試験も遅
れて実施されたためか、社会人経験者や高専卒などバラエティに富んだ入学生が多かっ
た。その後、学年進行や医療技術者への関心の高まりとともに、当短期大学部も“医技短”
として広く認知され、入学試験には九州内を中心として多くの志願者が集まった。
　診療放射線技術学科の専門科目授業は、澤田昭三、野田博治と吉田日出輝の計３名で開
始された。澤田は放射線生物学、野田は高エネルギー放射線計測学が専門で、それぞれ広
島原爆放射能医学研究所、久留米大学病院放射線治療センターから、吉田は放射線機器工
学、放射線撮影学等放射線技術全般を専門とし、熊本大学医学部附属放射線技師学校（以
下、技師学校）から着任した。同年１１月に、山口大学中央放射線部より放射線撮影学を専
門とした東田善治が着任した。翌１９７９（昭和５４）年４月に、放射線治療、放射線診断を専
門とする中村郁夫、核医学技術を専門とする松本政典が附属病院中央放射線部から、物理
学を専門とする檜垣強が技師学校から着任した。１９８０（昭和５５）年４月には、化学が専門
の永村誠皓が技師学校から、島村正道が民間会社から着任した。同年、３学年制の学生と
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専任教官全員が揃い、熊本大学として放射線技師教育を担うことになる。しかし、技師学
校と同様、特殊な専門性を必要とする講義や実験は、教養部・工学部・薬学部・電波高専・
八代高専の大学関係をはじめ、富士フィルムや日立メディコなど、放射線関連機器メー
カーの多くの非常勤講師が担当した。
　専門科目の講義は、真新しい校舎の５階南東側教室を中心に行われた。夏場の最上階の
教室は４０度近い室温であったが、専任教官をはじめ非常勤講師らにより熱心に講義が進め
られた。実験実習は印象に残るものが多い。使用するＸ線装置の大半が、中央放射線部よ
り移管された昭和２０～３０年代の古い装置で、電気的な安全性と被曝には特に気を使った。
しかし、Ｘ線発生の動作特性を調べるためのリード線の配線やＸ線回路図の確認には大変
重宝した。一方、電気工学実験、電子工学実験、機器工学実験や計測学実験での器材は大
幅に不足し、手作り器材を多用したり、オシロスコープなどは時間を決めて持ち回りで使
用するなど、今では考えられない苦労もあった。更に、放射化学実験や放射線管理学実験
に至っては専用の施設がなく、試薬の調製は薬学部、ホットの調制は本荘地区アイソトー
プ研究室、密封線源は附属病院の RI病棟と、教官は準備に追われた。実験当日も学生を
施設まで引率して実験を始め、時間内に強制的に終了させないと次の授業に間に合わない
といった具合で、学生・教官双方に負担の大きいものであった。その後、徐々にではある
が施設整備が進められた。平成に年号が変わる頃には、一般撮影用Ｘ線装置やDSA装置
が新規導入され、各種の計測器材類もほぼ整い、学生実験には不自由を感じない程度に整
備された。更にはMRI、CRなど最新の施設も教育関連施設として新規購入された。
　学生生活も多様化し、奨学金制度の利用やアルバイト等による収入で、ワンルームマン
ションに住み、車も所持する贅沢な学生も見られるようになった。就職関係は、売り手市
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写真７　�医療技術短期大学部診療放射線技術
学科の九重研修（１９９６年）

写真８　�医療技術短期大学部診療放射線技術
学科の授業（２００１年）

写真９　医療技術短期大学部診療放射線技術学科学生の病院での実験（２００４年）



場で求人数は多く、卒業生の多くは希望する地域に就職が可能であった。そのためか３年
生になると診療放射線技師への明確な目標を持ち、授業や実験などへ高い関心を示す者も
いた。実験はもちろん実験機材の製作にも深夜まで熱心に取り組んでいた姿が印象深い。
学生研修は、３年次に九重研修所若しくは島原研修所で１泊２日の日程で実施した。臨床
実習に対する反省、国家試験対策や就職対策を自主的にまとめ、先輩技師、特別講演講師
や教官の意見を交えて、残された学生生活に活かそうとするものであった。研修後は懇親
会、翌日は九重山・湧蓋山や普賢岳登山と忘れられない研修になったと思われる。
　教官の異動は、澤田が１９８２（昭和５７）年３月に広島大学原爆医学研究所に転出し、後任
として同年４月に工学部より電気・電子を専門とする矢田粲が着任した。また、１９８９（平
成元）年７月に中村が外部病院へ転出し、附属病院中央放射線部より廣田嘉久を迎えた。
広田はわずか１年の在籍であった。後任として１９９０（平成２）年１１月に医学部放射線医学
講座より佛坂博正が着任した。その後、１９９７（平成９）年野田の退職、翌１９９８（平成１０）年
度には永村の退職、東田の九州大学医療技術短期大学部への転出があり、それぞれの後任
として国立熊本病院より荒木不次男、長崎大学工学部より冨永昌人、本学理学部より米田
哲也が着任した。２００４（平成１６）年には冨永は本学工学部へ転出し、中央放射線部より船
間芳憲が着任した。
　そのほか、短期大学部開学から１２年目の１９９０（平成２）年、熊本大学として２回目の全
国放射線技師教育施設協議会を担当校として実施している。私学先行となっている４年生
大学への道を国立短大として早急に進める必要性、放射線技師の絶対数不足への対策や計
算機教育の設備導入の重要性等が熱心に議論された。
　診療放射線技術学科は２００３（平成１５）年４月に最後の入学生を迎え、２００７（平成１９）年３
月に医学部保健学科放射線技術科学専攻として発展的に解消した。

表１９　医療技術短期大学部放射線技術学科教員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

澤田　昭三 １９７８年４月～１９８２年３月 廣田　嘉久 １９８９年７月～１９９０年６月
野田　博治 １９７８年４月～１９９７年３月 佛坂　博正 １９９０年１１月～２００７年３月
吉田日出輝 １９７８年４月～２００７年３月 荒木不次男 １９９７年４月～２００７年３月
東田　善治 １９７８年１１月～１９９８年３月 冨永　昌人 １９９８年４月～２００３年１１月
中村　郁夫 １９７９年４月～１９８９年７月 米田　哲也 １９９８年４月～２００７年３月
松本　政典 １９７９年４月～２００７年３月 桂川　茂彦 ２００４年１月～２００７年３月
檜垣　　強 １９７９年４月～２００７年３月 冨吉　勝美 ２００４年４月～２００７年３月
永村　誠晧 １９８０年４月～１９９８年３月 船間　芳憲 ２００４年４月～２００７年３月
島村　正道 １９８０年４月～２００７年３月 冨口　静二 ２００５年４月～２００７年３月
矢田　　粲 １９８２年５月～２００７年３月 肥合　康弘 ２００５年４月～２００７年３月

３　医学部保健学科放射線技術科学専攻
　放射線技術科学専攻の教育は、２００１（平成１３）年３月の診療放射線技師学校養成所指定
規則の改正と、２００３（平成１５）年１０月に設置された医学部保健学科によって、従来の教育
から大きく変化した。
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　診療放射線技師学校養成所指定規則の改正は、従来の授業科目の科目名と時間数を変更
し、教育内容と単位数に改めた。これにより、教育内容は基礎分野、専門基礎分野及び専
門分野に分けられた。本学においては、医療技術短期大学部の診療放射線技術学科の時代
に、既にこの分野分けを用いていたが、３年間の教育のために基礎分野は必修科目１３単位
と選択科目５単位以上の計１８単位、卒業要件の総単位数は１０３単位であった。更に、熊本
大学医学部保健学科になることによって、基礎分野の教育は教養教育として３４単位、４年
間に修得する単位数は１２４単位に規定された。放射線技術科学専攻の教養教育は、熊本大
学の黒髪地区に設置された教養教育実施機構が行い、専門基礎分野と専門分野の教育は九
品寺の校舎で行うことになった。
　教育目標として以下の６項目を掲げた。
　①幅広い教養と高い倫理観・使命感を持ち、診療放射線技師として自分の責任と義務を

自覚し、チーム医療に貢献できる医療人を育成する。
　②放射線技術科学に関する専門的知識と高度な技術を身につけ、生命現象を広い視野の

もとで理解し、さまざまな保健医療活動に適切に対応できる能力と的確な判断力を有
する医療人を育成する。

　③放射線及び非放射線に関する十分な知識を持ち、受診者を中心とした視点から、放射
線防護の正しい考え方、医療機器の安全な使用・管理を正確かつ適切に応用できる能
力を培う。

　④情報処理技術の基礎的力量を高め、的確な処理能力と応用力を培い、最適な診断情報
の提供と正確な放射線治療に寄与できる能力を培う。

　⑤放射線技術科学に関して、常に適正な問題意識を持つとともに問題解決に対する積極
的な探究心を備え、生涯にわたる学習意欲と２１世紀を支える先端医療技術の開発・
研究に携われる医療人を育成する。

　⑥放射線技術科学の知識を活かした保健医療活動を通して異文化コミュニケーションに
積極的に参加し、国際貢献に寄与できる医療人を育成する。

　この教育目標を達成するために、専門基礎科目では保健・福祉・環境に関する科目を、
専門科目では医用画像情報学や放射線安全管理学などが新たに設けられた。また、３専攻
共通にチーム医療演習を設け、お互いの専門技術を理解して患者に対応する教育を実践す
るようにした。
　熊本大学医学部保健学科のホームページには、放射線技術科学専攻を次のように紹介し
ている。「放射線を利用した医療機器を安全に管理して、診断に必要な医療画像を提供し
たり、正確な治療計画に基づく放射線治療を行うための医療技術を教育研究します。また
非放射線である磁気、電磁波、超音波などの物理現象を医療に応用する技術が進歩してい
ますので、その教育研究もします。更に、コンピュータ技術に支えられた医療情報の処理
は、疾病の早期発見や早期治療には不可欠となっていますので、情報処理技術の教育も行
います。これらを通じて、医療技術に関する十分な知識を持ち、チーム医療の一員として
信頼される人間性豊かな診療放射線技師を育成します。」この内容は、診療放射線技師の
業務内容と特徴が高校生によく理解できるように表現したものである。
　教育内容の変更に伴って、教員数と構成も変化した。医療技術短期大学部のときは、教
授３名、助教授３名、助手３名の総数９名と、学外の非常勤講師によって授業を行ってい
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たが、保健学科になると教授８
名（ 松 本 政 典、 矢 田 粲、 尾 道
三一、桂川茂彦、佛坂博正、冨吉
勝美、冨口静二、荒木不次男）、
助教授（後に准教授と改称）４名

（吉田日出輝、檜垣強、島村正
道、阿部誠）、助手（後に助教と
改称）３名（米田哲也、肥合康弘、
船 間 芳 憲）の 総 数１５名 と な っ
て、専任教員によりすべての授
業、実験を行うようになった。
放射線技術科学専攻は、医用理
工学講座（矢田粲、桂川茂彦、冨
吉勝美、檜垣強、阿部誠、米田哲也、船間芳憲）と医用画像学講座（松本政典、尾道三一、佛坂
博正、冨口静二、荒木不次男、吉田日出輝、島村正道、肥合康弘）に分かれ、医用理工学講座
は応用基礎科学分野と医用情報システム工学分野に、医用画像学講座は画像機器工学分
野、診断画像学分野、放射線制御学分野の３分野に分類された。教員数は、熊本大学の教
員定数削減の方針に従って、同（平成２１）年から准教授の定員が１つ削減され、吉田日出
輝准教授の退職後は補充されなかった。同（平成２１）年３月に松本政典と矢田粲が定年退
職し、４月から白石順二教授、伊藤茂樹教授が着任した。
　また、入学試験の方法も変更された。医療技術短期大学部のときは、４年制大学の前期
入学試験と後期入学試験の間に、独自の試験問題で入学試験を行っていた。しかし、保健
学科になると、大学入試センター試験を受験したあと、推薦入試又は一般入試（前期日程
と後期日程）を受験して、その総得点により合格者を決定した。また、専門学校や短大を
卒業した学生を３名受け入れる３年次編入試験を設けた。したがって１年次入学生３７名と
３年次編入生３名が卒業するときは、総数４０名になる。

写真１０　�医学部保健学科放射線技術科学専攻第１回生入学
式（２００４年４月）

表２０　医学部保健学科放射線技術科学専攻教員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

吉田日出輝 ２００３年１０月～２００８年３月 米田　哲也 ２００３年１０月～
松本　政典 ２００３年１０月～２００９年３月 桂川　茂彦 ２００４年１月～
矢田　　粲 ２００３年１０月～２００９年３月 冨吉　勝美 ２００４年４月～
尾道　三一 ２００３年１０月～２０１０年３月 船間　芳憲 ２００４年４月～
佛坂　博正 ２００３年１０月～ 冨口　静二 ２００５年４月～
檜垣　　強 ２００３年１０月～ 肥合　康弘 ２００５年４月～
島村　正道 ２００３年１０月～ 白石　順二 ２００９年４月～
阿部　　誠 ２００３年１０月～ 伊藤　茂樹 ２００９年４月～
荒木不次男 ２００３年１０月～ 村上　龍次 ２０１０年４月～
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　第５項　医学部保健学科検査技術科学専攻

１　医学部附属衛生検査技師学校・臨床検査技師学校
（１）概要
　１９６４（昭和３９）年４月１日に熊本大学医学部附属衛生検査技師学校が創設された。文部
省指定学校としては第９番目、全国衛生検査技師養成所及び学校としては第２７番目に発足
した。同年４月１３日に第１回生の入学式が挙行された。２年制、定員２０名である。校舎と
して、大正時代に大理石で造られた旧図書館（山崎記念館）を使用した（図２・写真１１）。学
生募集は１９７１（昭和４６）年度まで行われ、１９７３（昭和４８）年３月末の８回生の卒業後に閉校
した。当校は１５９名の卒業生を輩出した。
　１９７２（昭和４７）年４月衛生検査技師法の改正及びそれに伴う学校制度の改定に伴い、同
年４月に熊本大学医学部附属臨床検査技師学校（３年制、定員２０名）が設置され、第１回生
の入学式を挙行した。校舎として、旧外来第７病棟３階を使用した（図２）。学生募集は
１９７６（昭和５１）年度まで行われ、１９７９（昭和５４）年３月末の５回生の卒業後に閉校した。当
校は１０１名の卒業生を輩出した。
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図２　医学部附属病院建物配置図
衛生検査技師学校校舎（１９６４年４月～１９７３年３月）：左中央斜線部分
臨床検査技師学校校舎（１９７２年４月～１９７９年３月）：右上斜線部分



（２）教職員組織
①学校長：衛生検査技師学校

の事務取扱として忽那将愛
教授（医学部長、解剖学第２
講座）が１９６４（昭和３９）年４
月に就任した。同年７月に
六反田藤吉教授（医学部長、
微生物学講座）が初代校長と
して就任した。２代目校長
の武内忠男教授（病理学第２
講座）は、衛生検査技師並
びに臨床検査技師学校校長
として１９６５（昭和４０）年４月
から約１０年にわたって技師教育に貢献した。臨床検査技師学校長の松原高賢教授（大学
病院中央検査部長）は、医療技術短期大学部への昇格に向けて尽力した。いずれの校長
も熊本大学医学部教授との兼任である。

②教官：定員２名のうち１名は医師であることが衛生検査技師学校指定基準に定められ
ている。１９６４（昭和３９）年４月に、松尾（新田）竜雄及び高屋豪瑩両講師が就任。次い
で、１９６５（昭和４０）年４月に伊津野保、１９６６（昭和４１）年４月に甲木孝人、１９６７（昭和
４２）年１１月に佐々木光雄、１９６８（昭和４３）年１１月に亀田高正、１９６９（昭和４４）年４月に田
上省三、１９７３（昭和４８）年１０月に宮山幸彦が講師として就任した。

　　臨床検査技師学校への改定に伴って、教官定員が１９７３（昭和４８）年度に３名、１９７４
（昭和４９）年度に４名に増えた。１９７３（昭和４８）年１０月、田上省三及び宮山幸彦両講師
に加えて佐藤和子講師が就任した。１９７５（昭和５０）年２月に江藤祥子、１９７５（昭和５０）
年４月に永吉正和、１９７６（昭和５１）年８月に縄田修が講師として就任した。

表２１　医学部附属衛生検査技師学校・臨床検査技師学校教員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

松尾（新田）竜雄 １９６４年４月～１９６５年３月 田上　省三 １９６９年４月～１９７６年１０月
高屋　豪瑩 １９６４年４月～１９６７年１０月 宮山　幸彦 １９７３年１０月～１９７９年３月
伊津野　保 １９６５年４月～１９６６年３月 佐藤　和子 １９７３年１０月～１９７５年３月
甲木　孝人 １９６６年４月～１９６９年３月 江藤　祥子 １９７５年２月～１９７８年３月
佐々木光雄 １９６７年１１月～１９６８年１０月 永吉　正和 １９７５年４月～１９７６年７月
亀田　高正 １９６８年１１月～１９７１年３月 縄田　　修 １９７６年８月～１９７７年３月

表２２　医学部附属衛生検査技師学校・臨床検査技師学校事務職員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

千馬富士雄 １９６１年６月～１９６５年３月 内田　　豊 １９６５年４月～１９７９年３月
奥村　仁一 １９６４年７月～１９６５年３月 志水　大昭 １９７２年５月～１９７５年３月
佐方　善徳 １９６５年４月～１９７２年３月 竹内　寅二 １９７５年４月～１９７７年１０月
久保　聖子 １９６５年４月～１９７３年１０月 中村　正道 １９７７年１１月～１９７９年３月
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　　なお、当校は開校以来、非常に多くの非常勤講師によって成り立っている。熊本大
学各学部（特に教育学部・教養部・理学部・医学部）の諸先生に大変お世話になった。

③事務職員：当初、衛生検査技師学校の事務は医学部附属病院管理課附属学校事務係が
担当し、１９７５（昭和５０）年４月１日から附属病院総務課附属学校事務係が担当した。
本校の専任事務職員として１９６４（昭和３９）年７月に奥村仁一、１９６５（昭和４０）年４月に
久保聖子及び内田豊が配属された。

　　衛生検査技師・臨床検査技師教育に尽力した歴代学校長（第１節第４項：表８）、専
任教官並びに事務職員の氏名と在籍期間を表２１・２２に示す。

（３）教育活動
　文部省の衛生検査技師受験資格規定に一般教養６科目４０５時間、専門教育１３科目１，９３５時
間、合計２，３４０時間以上履修することが定められており、衛生検査技師学校では一般教養
６科目４２５時間、専門教育１３科目２，２００時間、合計２，６２５時間以上履修することを規定し
た。１学年３学期制で、授業日数は４０週２４０日以上、修業年限は２年である。１年次は月
曜から土曜日まで一般教養・専門科目の講義・実習を、２年次は月曜日から金曜日まで病
院実習（熊本大学医学部附属病院中央検査部と基礎・病院病理室で実施）、土曜日に講義を、放
課後に課題研究を行った。国家試験対策として、４回生から２年次に早朝講義（５０分）を
開講した。
　一方、臨床検査技師学校では、臨床検査技師受験資格規定に基づいて、一般教養１０科目
６００時間、専門２０科目２，５３５時間、合計３，１３５時間以上履修することを規定した。１学年２
学期制で、授業日数は３５週２１０日以上、修業年限３年である。１年次に一般教養及び一部
の専門科目の講義と実習、２年次に専門科目、３年次に早朝講義、病院実習、課題研究を
行った。

（４）その他
　①入学式：毎年４月１０日に医学部において附属学校合同の入学式を挙行した。学長、医

学部長、病院長、各学校長ら関係各位の参列を賜った。
　②国家試験対策：衛生検査技師学校４回生から２年次に早朝講義（５０分）を開講した。

両学校の国家試験の合格率は９９．６％と著しく高い水準であった。
　③見学・研修旅行：夏期休暇を利用し、見学・研修旅行を実施した。病院検査部等の施

設見学、課題研究の中間発表及び他校学生との交流などを行った。
　④課題研究：前述したように、衛生検査技師学校の２年生は放課後に、臨床検査技師学

校の３年生は金曜日にいずれも１年間課題研究を行った。研究指導には専任講師のほ

写真１２　医学部附属衛生・臨床検査技師学校閉校記念パーティー（１９７９年３月１７日）
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かに、非常勤講師等の協力を得た。毎年１月末日に発表会を行い、研究成果を『究』
（本校同窓会誌）に掲載した。

　⑤親睦会：４月に新入生歓迎遠足、１２月にはクリスマス・パーティー等を行い、学生と
教官並びに学生間の親睦に力を入れてきた。

２　医療技術短期大学部衛生技術学科
（１）概要
　１９７６（昭和５１）年１０月熊本大学医療技術短期大学部が設置され、衛生技術学科が置かれ
た。１９７７（昭和５２）年４月に１回生が入学した。３年制で定員４０名である。学生募集は
２００２（平成１４）年度まで行われ、２００７（平成１９）年３月末に閉学となった。当学科は１，０４７名
の卒業生を輩出した。

（２）教員組織
　１９７７（昭和５２）年発足当時の専任教官は、田上省三教授（微生物学）及び安倍紀一郎助教
授（臨床生理学）の２名であった。翌１９７８（昭和５３）年４月に松本英世教授（病理学）、加奈
川宏教授（臨床化学）、江藤祥子助教授（生化学）、熊谷エツ子助手が就任した。１９７９（昭和
５４）年４月には田中龍二助教授（血液学）、宮山幸彦助手（臨床検査総論）が就任した。この
年、安倍助教授が教授に昇格した。１９８０（昭和５５）年４月、加奈川教授の後任として平田
悦子助教授（臨床化学）が就任した。更に富永麻理助手の就任によって、９名の定員（教授
３名、助教授若しくは講師３名、助手３名）が充足した。
　１９８４（昭和５９）年４月、田中助教授の後任として石井俊徳講師（臨床血液学）が就任し、
１９８７（昭和６２）年に助教授に昇格した。１９８８（昭和６３）年４月に平田助教授の後任として平
山紀美子助教授（臨床化学）が就任した。１９９１（平成３）年４月には、田上教授、江藤助教
授が定年退官した。同年４月、平山助教授が教授に、宮山助手が講師に昇格し、甲木孝人
助教授（微生物学）及び橋本弘司助手が就任した。１９９５（平成７）年４月、富永助手の後任
として森信子助手が就任し、同年１０月、松本教授の後任として石丸靖二教授（病理学）が
就任した。

表２３　医療技術短期大学部衛生技術学科教員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

田上　省三 １９７６年１０月～１９９１年３月 甲木　孝人 １９９１年４月～２００６年３月
安倍紀一郎 １９７７年４月～２００６年３月 橋本　弘司 １９９１年４月～２００７年３月
加奈川　宏 １９７８年４月～１９７９年４月 森　　信子 １９９５年４月～２００７年３月
松本　英世 １９７８年４月～１９９５年５月 石丸　靖二 １９９５年１０月～２００７年３月
江藤　祥子 １９７８年４月～１９９１年３月 棚瀬　純男 ２００４年１月～２００７年３月
熊谷エツ子 １９７８年４月～２００７年３月 原田　幸一 ２００４年４月～２００７年３月
田中　龍二 １９７９年４月～１９８３年１０月 奥宮　敏可 ２００４年４月～２００７年３月
宮山　幸彦 １９７９年４月～２００７年３月 乾　　誠治 ２００５年４月～２００７年３月
平田　悦子 １９８０年４月～１９８７年１１月 羽山　富雄 ２００５年４月～２００７年３月
富永（糸永）麻理 １９８０年４月～１９９５年３月 二科　安三 ２００６年４月～２００７年３月
石井　俊徳 １９８４年４月～２００７年３月 三森　龍之 ２００６年４月～２００７年３月
平山紀美子 １９８８年４月～２００４年３月
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（３）教育活動
　本学科では、１年次に人文科学・社会科学・自然科学・外国語・保健体育・専門基礎、
２年次に臨床専門科目の講義と実習、３年次に臨床実習と卒業研究を３週間交代で行って
きた。臨床実習は熊本大学医学部附属病院中央検査部・輸血部門、医学部病理学講座及び
熊本済生会病院において、卒業研究は医療技術短期大学部、医学部附属病院中央検査部な
どで行われた。
　これらの基本的な教育体制は２０年間一貫して続けられたが、細部においては時代ととも
に変化した。短大開設以来、１９８７（昭和６２）年度までのカリキュラムは、文部省の短大設
置基準と文部省・厚生省の臨床検査技師養成所指定規則により規制され、３年制短大の卒
業資格取得単位は、一般教養科目・外国語・保健体育と専門教育科目を含めて９３単位以上
であった。しかし、厚生省指定規則による臨床検査技師国家試験受験資格が指定時間数で
規制されているので、指定時間数を単位に換算すると１１８単位以上のカリキュラムとな
り、４年制理系大学卒業資格単位１２４単位に比べて過密カリキュラムであった。
　１９８７（昭和６２）年度に厚生省指定規則と短大設置基準が改正され、短大卒業単位数と国
家試験受験資格時間数が統一された。換算単位数１０５単位となったものの、厚生省による
指定時間数は同じであった。１９８８（昭和６３）年度から新たに検査管理総論・検査機器総論
などを独立した科目として開講した。更に １９９３（平成５）年の政令改正により、臨床検査
技師の業務として熱画像検査・核磁気共鳴画像検査・眼底写真検査・毛細血管抵抗検査・
経皮的血液ガス分圧検査が授業内容として加わった。その後更に眼振電図検査と重心動揺
計検査が追加されたため、カリキュラムの過密度は増加の一途を辿った。
　１９９５（平成７）年５月、厚生省における「医療関係職種の教育過程等に関する検討会」の
意見報告書が公表され、臨床検査技師教育もそれぞれの立場・環境に合わせての改革が必
要な時期を迎えた。特に、大学・短期大学設置基準、教育カリキュラムの大綱化と弾力的
運用のために、各大学での創意工夫が求められるようになった。

（４）その他
　①卒業研究：３年生は１２月に研究成果を発表した。卒業研究を通して研究のまとめ方、

発表の仕方などさまざまなことを学んだ。また、２年生は司会、会場設営、スライド
映写など会の進行を担当し、３年次に行う卒業研究の予備知識を得た。研究成果を本
学科の同窓会誌『究』に掲載してきた。 

　②国家試験対策：１９８９（平成元）年まで年に３回の模擬試験を行い、約８５％以上の国家
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試験合格率を維持してきた。ところが、１９９１（平成３）年に約７０％に低下したため、
模擬試験を年５回に増やし、更に国家試験対策のための早朝講義を行った結果、合格
率は９０％以上を維持するようになった。

　③一日研修：新入生を歓迎して全学生・教官が集い、昼はミニバレー、夕方から懇親会
を行ってきた。

　④送別会：３年生の卒業予定者の送別会を通して、学年を超えて親睦も深め、卒業後も
同窓生としてのつながりを持つ基盤となっている。同時に学生と教官の親睦を深めてき
た。

　⑤臨床検査技師教育施設協議会開催：昭和６１年度全国臨床検査技師教育施設協議会九州
地区部会（１９８６年６月２７日）と第２９回国立大学臨床検査技師教育施設協議会理事会並び
に総会（１９９２年５月１８～１９日）を会長校として担当した。

３　医学部保健学科検査技術科学専攻
（１）概要
　２００３（平成１５）年１０月熊本大学医学部保健学科が設置され、２００４（平成１６）年４月に１回
生が入学した。４年制で定員４０名である。
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（２）教員組織
　２００３（平成１５）年１０月の医学部保健学科の設立に伴い、安倍紀一郎教授、平山紀美子教
授、石丸靖二教授、石井俊徳助教授、甲木孝人助教授、宮山幸彦講師、熊谷エツ子助手、
橋本弘司助手、森信子助手が衛生技術学科から当専攻に移籍した。同時に、受島敦美教授

（解剖学）、伊藤雅浩講師（応用生理学）が基礎教養科から当専攻に移籍した。
　２００４（平成１６）年１月に棚瀬純男教授（生化学）が就任し、同年３月に平山教授が定年退
職した。同年４月に原田幸一教授（環境衛生学）、奥宮敏可助教授（臨床化学）、２００５（平成
１７）年４月に乾誠治教授（免疫検査学）、羽山富雄教授（生理機能検査学）が就任した。２００６（平
成１８）年３月に安倍教授と甲木助教授が退職し、同年４月に二科安三教授（生理機能検査
学）、三森龍之教授（病原生物検査学）が就任し、１４名の定員（教授８名、助教授若しくは講師
３名、助手３名）が充足した。
　２００７（平成１９）年３月受島教授が定年退職し、その後任として吉永一也教授（人体構造学）
が同年４月に就任した。職種名変更に伴って、同年４月、石井助教授、奥宮助教授が准教
授、熊谷助手、橋本助手及び森助手が助教となった。２００８（平成２０）年３月に宮山講師が
定年退職し、このポストは定員削減の対象となった。

表２４　医療技術短期大学部検査技術科学専攻教員一覧
氏　名 在籍期間 氏　名 在籍期間

平山紀美子 ２００３年１０月～２００４年３月 森　　信子 ２００３年１０月～
安倍紀一郎 ２００３年１０月～２００６年３月 棚瀬　純男 ２００４年１月～
甲木　孝人 ２００３年１０月～２００６年３月 原田　幸一 ２００４年４月～
受島　敦美 ２００３年１０月～２００７年３月 奥宮　敏可 ２００４年４月～
宮山　幸彦 ２００３年１０月～２００８年３月 羽山　富雄 ２００５年４月～
石丸　靖二 ２００３年１０月～２０１０年３月 乾　　誠治 ２００５年４月～
石井　俊徳 ２００３年１０月～ 二科　安三 ２００６年４月～
熊谷エツ子 ２００３年１０月～ 三森　龍之 ２００６年４月～
伊藤　雅浩 ２００３年１０月～ 吉永　一也 ２００７年４月～
橋本　弘司 ２００３年１０月～ 柳沼　裕二 ２０１０年４月～

（３）教育活動
　本専攻では、１～２年次に教養教育科目を３４単位以上履修し、現代社会の基礎的な知識
の修得、異文化包容力の育成、情報処理能力の向上、問題解決能力の発展などを図る。そ
の内訳は、基礎セミナー・情報科目・外国語科目・主題科目Ⅰ及びⅡ・学際科目及び開放
科目である。これらの教養教育科目３２単位以上を３年次の進級時までに取得する。また、
医療従事者として必要な専門基礎科目及び専門科目を１年次から履修するが、その多くは
３～４年次に履修する。その単位数は９０単位以上となり、基礎教養科目と合わせて、１２４
単位以上が卒業要件となる。
　専門教育では、病気の診断治療や健康状態の把握に必要な検査を行う臨床検査技師を育
成すると同時に、医学・生命科学に関連した研究開発能力を備えた研究者や教育者を育成
する。そのため、人体の構造や機能、病気の起こる仕組みなどの医学的知識、病態の解析
に必要な臨床検査の知識と技術を学ぶ。また急速な発展を遂げている細胞工学・遺伝子工
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学的手法や情報処理技術を学
ぶ。基礎・専門教育を通して、
社会的視野を広げ、倫理観を養
うとともに、問題解決能力及び
自己研鑽能力を培う。
　本専攻を卒業することで、学
士（保健学）が授与されると同
時に、臨床検査技師の国家試験
受験資格が得られる。また本専
攻で修得した単位や知識を活か
して、臨床工学技師養成施設へ
の進学、作業環境測定士試験等
の国家資格試験における所定の
科目免除が受けられるなど、さ

まざまな専門職資格を得ることが可能となる。
（４）その他
　①リサーチトレーニング：４年生は後期に研究を行い、その成果を１月に発表する。
　②国家試験対策：年に４回の模擬試験を行い、約９７％以上の国家試験合格率をあげてい

る。
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　第６項　国家試験の合格率

表２５　看護婦（師）国家試験受験概況（１９７９～ ２００９年度）

受験年度 本　学 全　国
受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

１９７９ ７１人 ７０人 ９８．６％ ２７，５９２人 ２４，３６５人 ８８．３％
１９８０ ７６ ７６ １００．０  ２８，５６８ ２８，０９８ ９８．４
１９８１ ６７ ６７ １００．０  ２７，４６６ ２６，２６７ ９５．６
１９８２ ６９ ６６ ９５．７ ２８，９６５ ２６，９５４ ９３．１
１９８３ ７６ ７６ １００．０ ３０，４２３ ２９，４４４ ９６．８
１９８４ ７４ ７４ １００．０ ３１，０９８ ３０，６８６ ９８．７
１９８５ ７８ ７８ １００．０ ３１，１７９ ３０，９６５ ９９．３
１９８６ ７９ ７９ １００．０ ３１，８７５ ３１，３７３ ９８．４
１９８７ ８０ ７８ ９７．５ ３２，７７４ ３１，２５７ ９５．４
１９８８ ８０ ８０ １００．０ ３３，７２８ ３３，０５４ ９８．０
１９８９ ７９ ７９ １００．０ ３４，４１９ ３２，９８９ ９５．８
１９９０ ７２ ６９ ９５．８ ３６，０４２ ３４，３８５ ９５．４
１９９１ ８１ ７９ ９７．５ ３７，０５３ ３６，５０５ ９８．５
１９９２ ７８ ７８ １００．０ ３８，１１２ ３７，８０９ ９９．２
１９９３ ７７ ７７ １００．０ ４０，４４５ ４０，００５ ９８．９
１９９４ ７５ ６８ ９０．７ ４２，５３２ ４０，８２２ ９６．０
１９９５ ７７ ７０ ９０．９ ４５，６００ ４０，９２７ ８９．８
１９９６ ７６ ７１ ９３．４ ４９，７４４ ４３，３１７ ８７．１
１９９７ ８０ ７５ ９３．８ ５３，０５２ ４４，３６４ ８３．６
１９９８ ７７ ７７ １００．０ ５５，４０４ ５３，８２１ ９７．１
１９９９ ８０ ７９ ９８．８ ４８，５６８ ４６，８１７ ９６．４
２０００ ７８ ６８ ８７．２ ４８，３３１ ４０，６２４ ８４．１
２００１ ７５ ７２ ９６．０ ５３，１８７ ４４，８２０ ８４．３
２００２ ７１ ７０ ９８．６ ５３，６８０ ４９，７１４ ９２．６
２００３ ８０ ７７ ９６．３ ４９，２０４ ４４，８７４ ９１．２
２００４ ７９ ７７ ９７．５ ４８，２９９ ４４，１３７ ９１．４
２００５ ８０ ７２ ９０.0 ４８，９１４ ４３，２１１ ８８．３
２００６ 0 0 0.0 ５０，７６６ ４６，０００ ９０．６
２００７ ６５ ６５ １００．０ ５１，３１３ ４６，３４２ ９０．３
２００８ ６５ ６４ ９８．５ ５０，９０６ ４５，７８４ ８９．９
２００９ ７２ ７２ １００．０ ５２，８８３ ４７，３４０ ８９．５

２００７年度以降は医学部保健学科を示す

133第１編　生命科学系



表２６　助産婦（師）国家試験受験概況（１９８０～ ２００９年度）

受験年度 本　学 全　国
受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

１９８０ １９人 １８人 ９５．０％ １，２５０人 １，１８４人 ９４．７％
１９８１ １９ １９ １００．０ １，２９３ １，２８７ ９９．５
１９８２ ２０ １９ ９５．０ １，３０３ １，２９３ ９９．２
１９８３ １８ １８ １００．０ １，３７３ １，３６５ ９９．４
１９８４ １７ １７ １００．０ １，４５５ １，４４０ ９９．０
１９８５ ２０ ２０ １００．０ １，４６３ １，４０１ ９５．８
１９８６ ２２ １７ ７７．３ １，４８２ １，４３０ ９６．５
１９８７ ２０ ２０ １００．０ １，４８８ １，４７８ ９９．３
１９８８ ２２ ２２ １００．０ １，４９３ １，４８６ ９９．５
１９８９ ２０ １９ ９５．０ １，５１３ １，４９８ ９９．０
１９９０ ２０ ２０ １００．０ １，５０５ １，４８３ ９８．５
１９９１ ２０ ２０ １００．０ １，５００ １，４９７ ９９．８
１９９２ ２０ １９ ９５．０ １，５８１ １，５３７ ９７．２
１９９３ ２０ ２０ １００．０ １，６１９ １，５７３ ９７．２
１９９４ ２０ １８ ９０．０ １，６４６ １，６２３ ９８．６
１９９５ １９ １９ １００．０ １，６２２ １，５８０ ９７．４
１９９６ ２０ ２０ １００．０ １，６３５ １，６０２ ９８．０
１９９７ ２０ １８ ９０．０ １，６４９ １，４６３ ８８．７
１９９８ ２０ １９ ９５．０ １，８７２ １，７９０ ９５．６
１９９９ １９ １９ １００．０ １，７６３ １，６９７ ９６．３
２０００ １９ １７ ８９．５ １，６５５ １，５４５ ９３．４
２００１ １９ １６ ８４．２ １，７１３ １，５１３ ８８．３
２００２ ２０ １７ ８５．０ １，７１６ １，５３１ ８９．２
２００３ １９ １９ １００．０ １，７６１ １，６９４ ９６．２
２００４ ２０ ２０ １００．０ １，６２４ １，６１９ ９９．７
２００５ ２０ ２０ １００．０ １，６００ １，５７０ ９８．１
２００６ ２０ １８ ９０．０ １，６２１ １，５２９ ９４．３
２００７ １４ １３ ９２．９ １，７２２ １，６９０ ９８．１
２００８ １７ １７ １００．０ １，７４２ １，７４１ ９９．９
２００９ １６ 9 ５６．３ １，９０１ １，５７９ ８３．１

２００７年度以降は医学部保健学科を示す

表２７　保健師国家試験受験概況（２００７～ ２００９年度）

受験年度 本　学 全　国
受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

２００7 ７４人 ７０人 ９４．６％ １１，０５５人 １０，０６６人 ９１．１ ％
２００８ ７７ ７７ １００．０ １２，０４９ １１，７７３ ９７．７
２００9 ８４ ８１ ９６．４ １３，０４８ １１，２９５ ８６．６
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表２８　診療放射線技師国家試験受験概況（１９８０～２００９年度）

受験年度 本　学 全　国
受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

１９８０ ３５人 ３３人 ９４．３％ １，５９４人 １，１４４人 ７１．８％
１９８１ ３５ ３３ ９４．３ １，５３１ １，２１５ ７９．４
１９８２ ３１ ２８ ９０．３ １，４９７ １，１０４ ７３．８
１９８３ ４１ ３５ ８５．４ １，５６０ １，０７２ ６８．７
１９８４ ３４ ３２ ９４．１ １，６４６ １，０５８ ６４．３
１９８５ ３３ ２８ ８４．８ １，７３２ １，１６４ ６７．２
１９８６ ３３ ２９ ８７．９ １，６４５ ９７３ ５９．１
１９８７ ４３ ４１ ９５．３ １，５４７ １，１３４ ７３．３
１９８８ ３７ ３３ ８９．２ １，８３７ １，４４３ ７８．６
１９８９ ３９ ３２ ８２．１ １，８２８ １，４５３ ７９．５
１９９０ ３７ ３２ ８６．５ １，９１６ １，４７６ ７７．０
１９９１ ３５ ２５ ７１．４ １，９１０ １，１８３ ６１．９
１９９２ ３９ ３２ ８２．１ ２，２２７ １，６３０ ７３．２
１９９３ ４１ ３０ ７３．１ ２，１０１ １，６０５ ７６．４
１９９４ ４３ ３５ ８１．４ ２，１０９ １，５２８ ７２．５
１９９５ ３７ ３５ ９４．６ ２，１４８ １，６９３ ７８．８
１９９６ ３７ ３２ ８６．５ ２，１９３ １，８５９ ８４．８
１９９７ ３９ ３５ ８９．７ ２，２３８ １，８７２ ８３．６
１９９８ ３５ ３１ ８８．６ ２，３６６ １，９１６ ８１．０
１９９９ ４２ ３５ ８３．３ ２，４８２ ２，０１５ ８１．２
２０００ ３９ ３３ ８４．６ ２，４３６ １，７５７ ７２．１
２００１ ３９ ３２ ８２．０ ２，６６５ １，９９２ ７４．７
２００２ ３６ ３５ ９７．２ ２，６８０ ２，１２５ ７９．３
２００３ ３８ ３７ ９７．４ ２，５０５ １，８５１ ７３．９
２００４ ４６ ４０ ８７．０ ２，６０６ １，８６８ ７１．７
２００５ ３７ ３１ ８３．８ ２，６４５ １，６５５ ６２．６
２００６ 1 1 １００．０ ２，８２１ ２，１５９ ７６．５
２００７ ２５ ２２ ８８.0 ２，４４４ １，７８９ ７３．２
２００８ ４３ ３４ ７９．１ ２，５４７ １，８９６ ７４．４
２００９ ３９ ３９ １００.0 ２，４６０ １，９６９ ８０．０

２００７年度以降は医学部保健学科を示す

135第１編　生命科学系



表２９　臨床検査技師国家試験受験概況（１９７９～ ２００９年度）

受験年度 本　学 全　国
受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

１９７９ ３８人 ３１人 ８１．６％ ７，８３８人 ３，７６２人 ４８.0％
１９８０ ３８ ３６ ９４．７ ８，３１８ ３，７２８ ４４．８
１９８１ ３９ ３７ ９４．９ ７，８９５ ５，２７０ ６６．８
１９８２ ３８ ２８ ７３．７ ７，０５２ ３，５６４ ５０．５
１９８３ ３８ ３１ ８１．６ ７，１３３ ３，９４６ ５５．３
１９８４ ４０ ３６ ９０．０ ７，０４７ ３，６９１ ５２．４
１９８５ ３０ ２６ ８６．７ ７，０２８ ４，０４０ ５７．５
１９８６ ４２ ３６ ８５．７ ６，８２４ ３，８０７ ５５．８
１９８７ ３７ ３６ ９７，３ ６，９３９ ３，４３１ ４９．４
１９８８ ４０ ３６ ９０．０ ７，９５９ ４，０９５ ５１．５
１９８９ ３８ ３５ ９２．１ ５，５８８ ３，４０８ ６１．０
１９９０ ４１ ２９ ７０．７ ５，４０２ ３，１１９ ５７．７
１９９１ ３８ ３１ ８１．６ ５，２８２ ３，１４６ ５９．６
１９９２ ３９ ３５ ８９．７ ５，３６７ ３，３８１ ６３．０
１９９３ ３７ ３３ ８９．１ ５，３４０ ３，５３２ ６６．１
１９９４ ４３ ３５ ８１．４ ５，２４０ ３，７１７ ７０．９
１９９５ ３９ ３７ ９４．９ ５，０６０ ３，７５３ ７４．２
１９９６ ３９ ３１ ７９．５ ４，８００ ３，０３７ ６３．３
１９９７ ３７ ２８ ７５．７ ５，１１５ ３，６３２ ７１．０
１９９８ ３８ ３２ ８４．２ ４，６１８ ３，５３７ ７６．６
１９９９ ４０ ３７ ９２．５ ４，４５６ ３，３４０ ７５．０
２０００ ４５ ３６ ８０．０ ４，３０５ ２，９８９ ６９．４
２００１ ３７ ３３ ８９．１ ４，４７８ ３，０４６ ６８．０
２００２ ４０ ３７ ９２．５ ４，５７０ ２，５７０ ５６．２
２００３ ４２ ４１ ９７．６ ４，９３１ ３，８９４ ７９．０
２００４ ３５ ３３ ９４．３ ４，２０５ ３，１６４ ７５．２
２００５ ３７ ３２ ８６．５ ４，０７１ ２，９６８ ７２．９
２００６ 1 0 0．0 ４，０２３ ３，００４ ７４．７
２００７ ２７ ２７ １００．０ ３，９９７ ２，９４７ ７３．７
２００８ ３８ ３７ ９７．４ ３，７０１ ２，６５７ ７１．８
２００９ ３３ ３２ ９７．０ ４，０６０ ２，７５３ ６７．８

２００７年度以降は医学部保健学科を示す
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第３節　保健学教育部の概要

　第１項　修士（博士前期）課程

　保健学教育部保健学専攻修士課程は、保健・医療・福祉分野における高度専門職業人や
指導者、教育研究者の育成を目的に２００７（平成１９）年１０月に新たに設置され、 ２０１０（平成２２）
年３月に第１期生が卒業した。本課程は、看護学分野・医用放射線科学分野・検査技術科
学分野の３分野で構成され、一般学生並びに医療現場の社会人でも学びやすい教育課程を
編成している。なお、修士課程は２０１０（平成２２）年４月から博士前期課程に名称が変更に
なる。

１　看護学分野
　医療機関での高度な専門看護の実践的指導者や教育・研究者を育成することを目標に、
精神看護学領域、看護教育学領域、母子・女性健康科学領域の３つの専門領域からなって
いる。高度な看護実践能力並びに教育実践力の育成により、人々の健康や福祉の向上を目
指す。なお、精神看護専門看護師の資格や高等学校教諭専修免許状（看護）の取得を希望
する学生には、必要な授業科目を用意している。

（１）精神看護学領域
　精神看護学では、身体疾患で一時的に精神的に不安定になった患者や家族（リエゾン精
神看護学）への支援、重症な精神障害者や二重診断を有する人々の地域生活支援を目的と
したケアシステムの構築・検証、医療者のこころの健康を促進できる精神看護専門看護師
を育成する。また、障害の有無にかかわらず人々のこころの健康促進に必要な支援方法に
関する研究が実施できる教育・研究者を育成する。

（２）看護教育学領域
　人々の健康維持を支援するために、看護教育・看護ケア方法論・看護管理・看護倫理等、
基礎看護学に関わる教育・研究を行う。また、次世代養成支援として看護教育機関及び臨
床現場等での教育技法について教育・研究を行う。

（３）母子・女性健康科学領域
　人々のライフサイクルにおいて、特に母子及び女性保健領域等生涯健康の観点から、女
性及び女性のライフサイクルに沿った健康支援並びに助産の領域におけるエビデンスに基
づく理論と技術、また周産期のメンタルヘルスや就業女性の育児支援等、女性及び母子が
抱えるさまざまな健康問題解決に関する教育・研究を行う。

２　医用放射線科学分野
　高度な画像診断・画像解析・治療技術を取得し、先端技術にも対応できる実践的指導者
や教育・研究者の養成を目標に、基礎放射線技術学領域・臨床放射線技術学領域の２つの
専門領域からなっている。日々進歩する医療機器の基礎的技術を取得し、臨床的実践的研
究を通して臨床現場や研究においてもリーダーシップの発揮できる高度専門職業人を育成
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し、人々の健康や福祉の向上を目指す。なお、大学院修了後には医学物理士の受験資格が
取得できる。

（１）基礎放射線技術学領域
　放射線・磁気・超音波の発生、生体との相互作用、画像形成の高度な理論、並びに画像
から定量的情報を抽出する手法であるコンピュータ支援診断（CAD）等の基礎的領域に関
する先端的な教育・研究を行う。

（２）臨床放射線技術学領域
　CT、MRI等の三次元ボリューム画像診断技術、核医学検査における放射線性医薬品の
特性、機能画像診断技術及び高精度放射線治療技術等の臨床的領域に関する先端的な教
育・研究を行う。

３　検査技術科学分野
　高度な臨床検査技術である細胞工学・遺伝子工学的手法や生理機能学的、病理学的、臨
床科学的解析法を取得し、あらゆる分野に専門的に適合できる実践的指導者や教育・研究
者の養成を目標に、病態情報解析学領域・生体情報解析学領域の２つの専門領域からなっ
ている。専門教育・研究を通して先端医療技術に習熟し、かつ生命倫理を尊重する高度専
門職業人を育成し、人々の健康や福祉の向上を目指す。

（１）病態情報解析学領域
　疾患の診断やその病態の解析に形態学的、免疫組織化学的な手法に加えて分子診断を行
うことにより病態解析が画期的に伸展した。これを背景として、感染疫学・免疫学・病原
生物学に関する高度な検査技術及び組織学・組織病理学・血液病態学を基本とした新しい
病態情報解析等に関する教育・研究を行う。

（２）生体情報解析学領域
　ヒトの生命活動は、細胞・器官・個体レベルにおける分子間や神経系等の生体情報ネッ
トワークとして捉えられる。低分子から高分子複合体に及ぶ分子的基盤解析を行うことに
より、生理機能分子の機能発現の仕組み、生理機能や分子レベルでの生命活動の破綻に起
因する疾病の解析に関する教育・研究を行う。

４　教育課程（カリキュラム）

表３０　保健学教育部修士（博士前期）課程のカリキュラム
保健学修士 看護学修士

特別研究（必修１０単位）
専門科目保健基礎科目（選択 １０単位） 専門科目保健基礎科目（選択６単位）
専門科目（選択必修６科目）
医用放射線科学分野科目
検査技術科学分野科目

専門科目（選択必修６単位）
看護共通科目（選択４単位）
看護学分野科目

保健基礎科目
必修２単位：医療倫理学
選択２単位：医療情報管理学持論、保健研究方法論、教育工学基礎論、環境保健科学持論、国
際比較医療疫学持論、保健健康運動論
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　修士課程の授業科目は、３分野共通のカリキュラムとして保健基礎科目（７科目１４単位）
がある。これに看護学分野では、看護共通科目に加え、実践的指導者を目指す学生や教
育・研究者を目指す学生に対応した専門科目（２１科目４６単位）及び特別研究（１０単位）から
構成されている。また、医用放射線科学分野及び検査技術科学分野では、実践的指導者及
び教育・研究者を目指す学生に対応した専門科目（１２科目２４単位）及び特別研究（１０単位）
から構成されている。

　第２項　博士後期課程（２０１０年４月～）

　保健学教育部保健学専攻博士後期課程は、２００９（平成２１）年１０月に看護学分野と医療技
術分野（医用放射線技術科学・検査技術科学）の教育者や研究者及び高度な医療専門職業人
の育成を目的に設置され、２０１０（平成２２）年４月に第１期生が入学した。
　本課程では看護学、医用放射線科学及び検査技術科学の各分野の知識・技術をより発展
させ、かつ統合することにより単一専攻とし、保健学教育部の全教員が全学生の指導･教
育にあたる。本専攻では、学生の研究目的や卒後の進路を考慮した専門教育コース（看護
学系教育コースと医療技術科学教育コース）を設定している。また、社会人学生に対する教
育的配慮として、夜間や休日を利用した授業、インターネットを活用した在宅学習、長期
履修制度の導入を行っている。教育課程（カリキュラム）は表３１の通りである。

表３１　保健学教育部博士後期課程のカリキュラム
科目名 単位 必修/選択 開講学年

学際専門科目
保健科学特論Ⅰ（健康の保持・増進と疾病の予防） ２ 選択必修 １年
保健学科特論Ⅱ（病態の把握とケア） ２ 選択必修 １年
保健科学特論Ⅲ（疫学情報の解析と健康の把握） ２ 選択必修 １年
専門科目

主として看護学系教育コースを選択した学生を対象とした科目
看護学特論 ２ 選択 １年
高度看護研究特論 ２ 選択 １年
実践看護学演習Ⅰ ２ 選択 １年
実践看護学演習Ⅱ ２ 選択 １年

主として医療技術科学系教育コースを選択した学生を対象とした科目
基礎放射線医療科学特論 ２ 選択 １年
応用放射線医療科学特論 ２ 選択 １年
放射線医療科学演習 ２ 選択 １年
病態情報解析学特論 ２ 選択 １年
生体情報解析学特論 ２ 選択 １年
臨床検査医療科学演習 ２ 選択 １年
特別研究
特別研究 ６ 必修 １～３年
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第４節　記念事業

表３２　保健学科系における記念事業一覧
熊本大学医療技術短期大学部

１９８７年３月 『創立１０周年記念誌』発刊
１９９６年１１月 創立２０周年記念式典

熊本大学医療技術短期大学部
１９９７年３月 『創立２０周年記念誌』発刊
２００７年３月 閉学記念式典・懇親会
２００７年３月 『閉学記念誌』発刊

熊本大学教育部特別教科（看護）教員養成課程
１９９７年３月 『３０年のあゆみ』発刊
２００７年３月 閉課程記念式典・懇親会
２００７年４月 『閉課程記念誌－４１年の歩み』発刊

熊本大学医学部保健学科
２００３年１０月 医学部保健学科創立記念式典・祝賀会
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写真１８　�教育学部特別教科（看護）教員養成課程閉課程記念
式典（２００７年）



第５節　将来構想

　我が国においては急速に高齢化社会が進展し、医療状況の変化や疾病の多様化が進む現
状において国民の健康的な環境を維持するために保健・医療・福祉が果たすべき役割は年々
拡大してきている。熊本大学医学部は、これらの状況を踏まえ、保健・医療・福祉の分野
において、チーム医療の一員として、人々の健康維持のために活躍できる人材の養成を目
的として、２００３（平成１５）年１０月に保健学科を設置し、２００４（平成１６）年４月からの学生入
学（看護学専攻・放射線技術科学専攻・検査技術科学専攻）に備えて、教育環境の整備、教育
課程の立案、教員の年次配置、アドミッションポリシーの策定と入学試験などの準備を開
始した。

１　アドミッションポリシーの概略
　①看護職（看護師・保健師・助産師）並びに診療放射線技師、臨床検査技師、高等学校看

護科・専攻科教諭という職業に魅力を感じ、それらの職業に意欲を持って携わりたい
という強い熱意を持っている人

　②人間に対する尊厳の念を持ち人間愛に満ちた協調性豊かな人で、多様な価値観を受け
入れる寛容さを持ち、患者や家族の気持ちや考えを理解でき、倫理観とマナーを育ん
でいける人

　③高等学校までに自らの目標に基づいて取り組んだ経験やクラブ活動あるいは生徒会活
動、ボランティア活動等の経験を有し、さまざまな社会環境を受け入れることができ
る豊かな人間性を備えた人

　④専門分野の知識や技術に興味・関心を持って学び、実験や臨地実習にも真摯な態度で
自らの課題を設定して問題解決し、新しい分野にも積極的に取り組んでいくフロン
ティア精神を持った人

　⑤チーム医療の一員としてお互いの仕事を尊重しつつ協同的に働き、専門分野における
役割・機能の責務を果たし、指導性を育んでいける人

　⑥科学的探求心と積極的学習意欲を備え、学部卒業後は専門職業人や教育者・研究者と
しての能力を高め、指導的立場に立って社会貢献しようという意欲を持っている人

　⑦専門分野において地域貢献するとともに、日本という国にとどまらず、国際的な広い
視野で物事を考え、外国語の能力を維持・向上させ、国際的視野で活躍する意欲のあ
る人

　これらのアドミッションポリシーに沿った学生の受け入れと学科の設置目的に沿った人
材を養成し、２０１０（平成２２）年３月には第２期生を社会に送り出し、看護師、保健師、助
産師、高等学校看護科・専攻科教諭、診療放射線技師及び臨床検査技師として医療施設、
保健所、研究施設などで活躍している。熊本大学医学部保健学科は、今後とも将来にわ
たって地域社会の健康維持・増進に貢献できる人材を養成していくが、医療状況や疾病の
変化、また、目まぐるしく変革する医療行政（例えば保助看法の見直し等）に対応すべく教
育課程の検討とともに教員の教育力向上のために日々研鑽に努めることが重要と考える。
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２　保健学における人材育成
　近年、医療の多様化・高度化・専門化が進み、また、地域における保健・医療・福祉の
需要の更なる増加に伴って、それらに対応できる専門的知識及び実践力・指導力を有する
保健・医療人の養成が社会から強く望まれるようになってきた。これらの医療状況を踏ま
えて、保健学科では学士課程における専門教育を更に高度化・専門化し、「保健・医療・
福祉領域の包括的、先端的な教育・研究を通して保健学の学問体系を確立し、その成果を
社会に還元することにより、国民の健康と福祉の発展に貢献する」ことを基本理念とし、

「人間の尊厳を軸とした高い倫理観を基盤とした豊かな人間性を備え、高度な専門的知識
を持ち、医療現場でリーダーシップを発揮できる高度専門職業人及び教育・研究者を養成
する」ことを目的として、２００８（平成２０）年４月に大学院保健学教育部修士課程（前期課程）
を設置した。２０１０（平成２２）年３月には第１期生を社会に送り出し、医療現場にて高度専
門職業人として日々研鑽している。第１期生を社会に送り出したことを機に社会のニーズ
に即して大学院前期課程を見直し、看護学分野に「地域看護学領域」を新設し、精神看護
学領域だけに配置されていたCNS（専門看護師）コースを地域看護学領域にもコースを設定
した。また、従来の看護業務より高度な医療行為を担う「特定看護師（仮称）」の養成を視
野に入れて検討している。
　更に、高度な研究能力と指導力を有する人材を輩出するために、大学院保健学博士課程

（後期課程）を２０１０（平成２２）年４月に設置し、第１期生を迎え入れた。大学院保健学教育部
の歴史はいまだ浅く、現教育課程の適合性の結論は困難であるが、本大学院の卒業生が国
際的な視野のもと、臨床現場や医療研究施設でのリーダー、大学機関での教育・研究者に
育ち、世界の保健学を担っていく人材になることを期待する。

第６節　医学部保健学科同窓会

　保健学科同窓会は、保健学科１期生の２００４（平成１６）年４月入学を機に、保健学科の前
身である医療技術短期大学部（専攻科助産学特別専攻を含む）をはじめ、医学部附属看護学
校、医学部附属助産婦学校、医学部附属エックス線技師学校、医学部附属診療放射線技師
学校、医学部附属衛生検査技師学校、医学部附属臨床検査技師学校の各学科単位同窓会組
織を１つの大きな組織としてまとめ、会員相互の親睦を図るとともに、保健学科の教育支
援と発展に寄与することを目的に、２００４（平成１６）年７月３０日の保健学科同窓会設立総会
において正式に発足した。役員は、２年の任期で旧各学科の同窓会会長と保健学科教員を
中心に組織し、理事の中には「学生理事」として保健学科新入生５名が参画した。翌２００５

（平成１７）年の１月には同窓会会報の創刊号を発刊した。同窓会会報は現在５号まで発刊
し、同窓会会員に配布している。また、２００６（平成１８）年２月には保健学科同窓会会員名
簿を発刊し、同窓会会員の希望者に有料で配布した。
　２００７（平成１９）年４月からは教育学部特別看護科の閉課程に伴い、教育学部特別教科（看
護）教員養成課程同窓会が保健学科同窓会に加わることになった。更に、２００８（平成２０）年
４月には保健学教育部の修士課程が加わり、２０１０（平成２２）年４月からは博士課程が加わ
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る予定である。役員も２年ごとに改選されており、同年度は４回目の改選であった。保健
学科同窓会は急激に大きな組織になったが、まだ６年しか経っておらず、今後更に看護
学・放射線技術科学・検査技術科学の各専攻の特長を活かした同窓会運営と会員の情報交
換が期待される。
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写真１９　�医学部保健学科同窓会会報（創
刊号）

写真２０　医学部保健学科同窓会会員名簿
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